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平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七

日
、
弘
前
大
学
は
、「
弘
前
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン

グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
７
」
を
弘
前
市
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
弘
前
大
学

Ｃ
Ｏ
Ｉ
が
文
部
科
学
省
・
Ｊ
Ｓ

Ｔ
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（
セ
ン
タ
ー
・

オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
事
業
に
お
い
て

実
施
す
る
青
森
県
の
短
命
県
脱

却
実
現
に
む
け
た
研
究
や
取
組

み
に
つ
い
て
、
発
表
・
報
告
・

討
論
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者

は
五
百
名
に
達
し
、
立
ち
見
が

出
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
弘
前
大
学

の
佐
藤
学
長
、
青
森
県
の
三
村

知
事
、
弘
前
市
の
蛯
名
副
市
長

の
開
会
挨
拶
、（
国
研
）
Ｊ
Ｓ

Ｔ
科
学
技
術
振
興
機
構
の
中
村

顧
問
（
前
理
事
長
）
か
ら
共
催

挨
拶
、
文
部
科
学
省　

土
屋
顧

問
（
前
事
務
次
官
）
か
ら
来
賓

挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
弘
前
大
学

の
中
路
重
之
教
授
が
「
新
た
な

健
診
ス
タ
イ
ル
の
提
唱
」
と
題

し
、
健
診
当
日
に
結
果
返
却
と

健
康
啓
発
を
行
う
〝
啓
発
型

（
新
型
）
健
診
〟

の
意
義
や
計
画

な
ど
を
発
表

し
、
マ
ス
コ
ミ

に
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ラ
イ
オ
ン
㈱

の
濱
社
長
は

「
寿
命
革
命
と

企
業
革
命
～
ヘ

ル
ス
ケ
ア
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略

～
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
、
続
い
て
著
名
な
料
理
研
究

家
・
浜
内
千
波
氏
は
、
世
界
的

減
塩
の
流
れ
な
ど
を
発
表
。
楽

天
㈱
の
向
谷
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
健
康
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
優
秀
作
品
を
紹
介
す
る
書

籍
を
二
月
に
発
売
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。

　
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
研
究

最
前
線
」
で
は
、
弘
前
大
学
の

高
橋
准
教
授
、
京
都
大
学
の
奥

野
教
授
、
東
京
大
学
医
科
学
研

究
所
の
井
元
教
授
が
登
壇
し
、

新
た
な
解
析
や
方
向
性
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
取
組
み
発
表
で
は
、

黒
石
市
の
山
内
教
育
長
と
㈱
ベ

ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

西
村
本
部
長
、
青
森
銀
行
の
石

川
本
部
長
、
全
国
健
康
保
険
協

会
青
森
支
部
の
工
藤
支
部
長
、

む
つ
市
の
宮
下
市
長
が
登
壇
し

ま
し
た
。

　

参
画
機
関
の
発
表
で
は
、
弘

前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
実
装
統
括
で
花

王
㈱
の
安
川
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

フ
ェ
ロ
ー
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

㈱
の
梅
本
特
別
顧
問
、
エ
ー
ザ

イ
㈱
の
鈴
木
執
行
役
、
カ
ゴ
メ

㈱
の
菅
沼
部
長
、
弘
前
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｉ
機
構
長
で
マ
ル
マ
ン
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
㈱
の
工
藤

常
務
取
締
役
、
ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ

イ
ル
ケ
ア
㈱
の
奥
村
執
行
役
員

が
、
取
組
み
の
進
捗
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
前
述
演
者
（
一

部
除
く
）
に
日
経
Ｂ
Ｐ
社
特
命

編
集
委
員
の
宮
田
氏
を
モ
デ

レ
ー
タ
ー
に
、
名
古
屋
大
学
医

学
部
附
属
病
院
の
水
野
教
授
、

の
吉
田
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
加

わ
っ
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
っ
て
、
弘
前
大

学
の
柏
倉
副
学
長
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
戴
し
、
本
サ
ミ
ッ
ト
は
盛

況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
、
昨
年

の
中
間
評
価
で
最
高
評
価
Ｓ

（
医
療
健
康
分
野
）
を
獲
得
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
医
学
部
を

は
じ
め
と
し
た
諸
先
生
方
の
ご

指
導
・
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
格
的

な
社
会
実
装
の
推
進
に
む
け

て
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
十
四
日
、
佐
藤

敬
学
長
、
若
林
孝
一
医
学
研
究

科
長
、
長
澤
淳
医
学
研
究
科
事

務
長
と
と
も
に
東
京
都
日
本
橋

茅
場
町
の
花
王
株

式
会
社
本
社
を
訪

れ
、
共
同
研
究
講

座
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
イ
フ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
学
研
究
講

座
」の
開
講
式（
二

〇
一
六
年
十
二
月

一
日
開
講
）
に
臨

み
ま
し
た
。
式
の

初
め
の
澤
田
道
隆

社
長
の
ご
挨
拶
が

非
常
に
印
象
的
で

し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
本
講
座
に
か

け
る
我
々
の
意
気

込
み
、
理
念
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
発
言

が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。

　

大
学
が
企
業
の

活
性
化
を
後
押
し

し
な
が
ら
短
命
県

返
上
、
つ
ま
り
地

域
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
。

こ
れ
が
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

（Center O
f Innovation

）
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
〝
言
う
は
易
く
行
う
は

難
し
〟
の
典
型
例
と
も
い
え
ま

す
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
、〝
御
説
ご

も
っ
と
も
〟
の
健
康
づ
く
り
が

広
が
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

時
あ
た
か
も
ヘ
ル
ス
（
ケ

ア
）
ビ
ジ
ネ
ス
の
花
盛
り
で

す
。
し
か
し
、
我
々
と
同
様
に

真
に
有
効
な
ヘ
ル
ス
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
開
と
い
う
点
で
花
王
自
身

も
壁
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
悩
み
の
中
、
三

年
前
に
文
部
科
学
省
・
科
学
技

術
振
興
機
構
か
ら
届
い
た
Ｃ
Ｏ

Ｉ
採
択
が
光
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
企
業
の
活
性
化
と
い
う
大

命
題
（
難
問
）
が
課
さ
れ
た
弘

前
大
学
と
、
ヘ
ル
ス
ビ
ジ
ネ
ス

の
展
開
に
む
ず
か
し
さ
を
感
じ

て
い
た
花
王
が
相
寄
り
、
二
〇

平成28年度

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て

副
理
事(

研
究
担
当)

・
教
授

Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構　

機
構
長
補
佐（
戦
略
統
括
）　

村　

下　

公　

一

会場の様子

佐藤学長 三村知事 中村顧問（前理事長） 土屋顧問（前事務次官）

中路教授 濱社長 浜内先生 向谷シニアマネージャー

パネラー全景写真

花
王
共
同
研
究
講
座

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
講
座
」

開
設
に
あ
た
っ
て

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
講
座　

教
授　

中　

路　

重　

之

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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一
五
年
、
花
王
の
Ｃ

Ｏ
Ｉ
正
式
参
画
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
Ｃ
Ｏ
Ｉ
は
〝
人

の
健
康
の
本
物
を
求

め
る
〟、
そ
の
た
め

に
は
〝
健
康
啓
発
〟

と
い
う
理
念
を
掲

げ
、
そ
の
舞
台
あ
る

い
は
最
終
目
標
を

〝
短
命
県
返
上
〟
と

し
て
い
ま
す
。
今
の

ヘ
ル
ス
ビ
ジ
ネ
ス
に

は
、〝
真
の
健
康
を

達
成
す
る
ん
だ
〟
と

い
う
視
点
と
意
気
込

み
が
正
直
欠
け
て
い

ま
す
。
具
体
的
に

は
、
岩
木
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
健

康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

（
六
百
項
目
）
に
価

値
を
感
じ
る
企
業
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得

な
が
ら
、
連
携
し
て
短
命
県
返

上
に
向
け
た
社
会
実
装
を
展
開

し
て
い
く
と
い
う
図
式
で
す
。

こ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
単
な

る
絵
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く

実
際
に
動
か
す
に
は
、
社
会
に

向
き
合
う
こ
と
、
そ
し
て
得
ら

れ
た
経
験
を
企
業
と
大
学
が
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
空

論
で
は
な
く
、
実
感
に
基
づ
い

た
理
論
と
実
践
で
す
。

　

よ
く
〝
市
民
の
ニ
ー
ズ
〟
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
ほ
と

ん
ど
が
虚
像
に
近
く
、
正
鵠
を

外
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
対
す

る
正
し
い
ニ
ー
ズ
は
市
民
が
健

康
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
意

識
を
持
ち
え
た
時
に
初
め
て
生

じ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
理
解
す

れ
ば
お
の
ず
と
健
康
啓
発
へ
目

が
向
く
は
ず
で
す
。
そ
の
先
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。

　

青
森
県
で
成
功
さ
せ
れ
ば
、

ひ
と
り
青
森
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
、
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
と

し
て
全
国
・
世
界
に
広
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
短
命
県
返

上
と
い
う
結
果
も
必
須
で
す
。

　

平
均
寿
命
の
延
伸
は
健
康
寿

命
の
そ
れ
を
意
味
し
、
そ
の
た

め
に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
、
認
知
症
な
ど
を

解
決
し
、〝
一
生
涯
、
自
ら
の

意
志
で
動
け
る
身
体
〟
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
短
命
県
返
上
活
動
の
王

道
で
す
。
本
講
座
開
設
の
趣
旨

は
そ
こ
に
あ
り
、
講
座
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
も
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

実
は
、
花
王
㈱
は
二
〇
一
五

年
よ
り
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
と
の

共
同
研
究
と
同
時
に
、
本
講
座

の
開
設
準
備
を
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
り
、

明
ら
か
な
理
念
の
一
致
を
見
、

講
座
開
設
と
相
成
っ
た
わ
け
で

す
。
本
講
座
は
、
幅
広
く
、
そ

し
て
奥
行
き
深
い
健
康
産
業
の

醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
大
学
の
皆
様
、
と
く
に

医
学
研
究
科
の
皆
様
に
は
本
講

座
に
対
し
、
今
後
と
も
温
か
く

も
厳
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

講
座
概
要

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
学
研
究
講
座
」

教
授
：
中
路
重
之

（
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

准
教
授
：
高
橋
一
平

（
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
）

特
任
教
授
：
桂
木
能
久

（
花
王
㈱
ヘ
ル
ス
ケ
ア
食
品
研
究
所
）

客
員
研
究
員
：
片
嶋
充
弘

（
花
王
㈱
ヘ
ル
ス
ケ
ア
食
品
研
究
所
）

期
間
：

二
〇
一
六
年
十
二
月
一
日
～

 

二
〇
一
九
年
十
一
月
三
十
日

　

今
回
は
平
成
二
十
八
年
十
月

に
全
学
的
に
導
入
さ
れ
た
教
員

ポ
イ
ン
ト
制
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
前
の

平
成
二
十
七
年
十
月
に
教
員
ポ

ス
ト
を
全
学
的
に
一
元
的
に
管

理
す
る
た
め
に
教
育
研
究
院
が

設
置
さ
れ
、
医
学
・
保
健
学
系

の
教
員
は
医
学
系
（
基
礎
医

学
、
臨
床
医
学
、
保
健
科
学
の

三
領
域
か
ら
成
る
）
に
所
属
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

導
入
さ
れ
た
教
員
ポ
イ
ン
ト
制

は
、
職
階
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を

与
え
、
部
局
ご
と
に
総
ポ
イ
ン

ト
の
枠
内
で
人
事
を
行
う
制
度

で
す
。
教
授
一
人
に
つ
き
一
一

ポ
イ
ン
ト
、
准
教
授
は
九
ポ
イ

ン
ト
、
講
師
は
八
ポ
イ
ン
ト
、

助
教
は
七
ポ
イ
ン
ト
、
助
手
は

六
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
医
学
研
究
科
の
基
本
ポ
イ

ン
ト
は
一
二
八
三
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
新
設
さ
れ
た
呼
吸
器
内

科
学
講
座
教
授
の
一
一
ポ
イ
ン

ト
は
基
本
ポ
イ
ン
ト
と
は
別
に

学
長
裁
量
で
い
た
だ
い
た
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
附
属
病
院
の
基
本

ポ
イ
ン
ト
は
六
八
二
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
、
病
院
長
裁
量
枠
は
ポ

イ
ン
ト
制
の
枠
外
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
学
科
の
入
学

定
員
増
に
伴
い
増
え
た
教
員
ポ

ス
ト
（
講
師
二
名
、助
教
八
名
）

や
寄
付
講
座
、
共
同
研
究
講
座

の
専
任
教
員
も
ポ
イ
ン
ト
制
の

対
象
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
の
教
授
定
員
は
四
十
二
名

で
す
が
、
こ
の
う
ち
三
十
八
名

が
医
学
研
究
科
、
四
名
が
附
属

病
院
に
割
り
振
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
医
学
研
究
科
と
附
属

病
院
は
総
ポ
イ
ン
ト
の
枠
内
で

人
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
人
員
な
ら
び
に
人

件
費
の
管
理
だ
と
思
い
ま
す
。

人
事
の
た
び
に
今
ど
れ
だ
け
の

ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
か

を
意
識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

し
、
人
件
費
に
関
し
て
は
一
ポ

イ
ン
ト
が
お
よ
そ
百
万
円
に
相

当
す
る
よ
う
で
す
。
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
若
い
教
員
を
助
教
や

助
手
と
し
て
採
用
で
き
れ
ば
、

ポ
イ
ン
ト
も
少
な
く
、
人
件
費

の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
方
で
、
助
教
や

助
手
の
ポ
ス
ト
を
減
ら
し
、
教

授
や
准
教
授
の
ポ
ス
ト
に
充
て

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
二
三
ポ
イ
ン
ト
あ
れ

ば
、
准
教
授
一
名
、
助
教
二
名

の
採
用
が
で
き
ま
す
し
、
講
師

二
名
、
助
教
一
名
と
す
る
こ
と

も
、
准
教
授
一
名
、
講
師
一
名
、

助
手
一
名
と
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
さ
ら
に
複
数
の
部
局
で

ポ
イ
ン
ト
を
出
し
合
っ
て
、
共

通
的
な
役
割
を
果
た
す
教
員
を

採
用
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
制
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
礎
、
臨
床

を
含
め
組
織
全
体
の
将
来
像
に

つ
い
て
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
で
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
人
員
で
成

果
の
あ
が
る
教
育
・
研
究
組
織

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

つ
い
に
、
こ
の
原
稿
を
書
く

時
が
来
た
こ
と
に
、
こ
こ
ま
で

無
事
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
安

堵
感
と
と
も
に
幾
ば
く
か
の
寂

寥
感
が
あ
り
ま
す
。
平
成
六
年

四
月
に
、
福
士
主
計
教
授
の
後

任
、
細
菌
学
講
座
の
三
代
目
教

授
と
し
て
弘
前
大
学
医
学
部
教

授
会
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
十
三

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
る
と
一
瞬
で
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
平

成
十
三
年
に
教
員
任
期
制
の
導

入
、
平
成
十
六
年
に
国
立
大
学

法
人
化
、
平
成
十
九
年
に
は
医

学
部
の
部
局
化
、
平
成
二
十
七

年
に
は
教
育
研
究
院
の
設
置
が

あ
り
ま
し
た
。
講
座
レ
ベ
ル
で

は
、
平
成
十
七
年
八
月
二
十
一

日
に
寄
生
虫
学
講
座
神
谷
晴
夫

教
授
が
急
逝
さ
れ
た
た
め
、
講

座
の
あ
り
か
た
が
検
討
さ
れ
た

結
果
、
細
菌
学
講
座
と
寄
生
虫

学
講
座
が
統
合
さ
れ
、
翌
年
十

月
に
感
染
生
体
防
御
学
講
座
が

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
私
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

が
刻
々
と
変
化
し
た
期
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
私
と
し

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
楽
し
い

在
任
期
間
で
し
た
。
思
い
出
の

中
か
ら
二
、
三
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

以
前
、
本
町
地
区
緑
化
計
画

委
員
会
と
い
う
委
員
会
が
あ

り
、
平
成
八
年
に
委
員
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
遠
藤
正
彦

医
学
部
長
が
計
画
さ
れ
た
弘
仁

会
創
立
五
十
周
年
事
業
「
医
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
」
の

ご
支
援
を
受
け
、
医
学
部
正
門

の
新
築
・
塀
の
改
修
、
基
礎
研

究
棟
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整

備
、
基
礎
講
義
室
東
側
の
環
境

整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
十
年
十
月
の
大
黒
松
小
公
園

完
成
ま
で
、
頻
繁
に
故
工
藤
一

教
授
（
病
理
学
第
二
講
座
）
と

意
見
交
換
を
重
ね
、
後
半
は
仕

事
と
言
う
よ
り
は
趣
味
の
世
界

に
浸
っ
て
い
た
時
期
で
す
。

　

平
成
十
三
年
七
月
、
遠
藤
医

学
部
長
か
ら
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
教
育
の
導
入
の
検

討
依
頼
を
受
け
て
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教

育
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

専
門
教
育
を
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
置
き
換

え
る
の
で
は
な
く
、
研
究
室
研

修
の
時
間
帯
を
使
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
同
年
夏
、
立
石
智

則
教
授
（
臨
床
薬
理
学
講
座
）

と
一
緒
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
導
入
に
向

け
、
岐
阜
大
学
で
開
催
さ
れ
た

医
学
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
し
た
。
医
学
科
の
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
に
支
え

ら
れ
て
、
平
成
十
四
年
十
一
月

に
Ｆ
Ｄ
を
開
催
し
、
平
成
十
五

年
度
か
ら
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
導
入
に

漕
ぎ
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

平
成
十
八
年
、
佐
藤
敬
医
学

部
長
か
ら
医
学
科
入
試
委
員
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
Ａ
Ｏ
入
試
の

導
入
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
定

さ
れ
、
導
入
の
準
備
を
始
め
ま

し
た
。
Ａ
Ｏ
入
試
が
私
立
大
学

等
で
安
易
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
は

学
生
の
質
が
落
ち
る
と
い
う
懸

念
の
た
め
根
強
い
反
対
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
私
も
同
様
な
感

想
を
も
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

よ
り
厳
格
な
選
抜
方
法
を
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
す
で
に
Ａ
Ｏ
入
試
を
し

て
い
た
国
立
大
学
医
学
部
の
選

抜
方
法
を
調
べ
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
弘
前
大
学
に
フ
ィ
ッ
ト

す
る
方
法
が
な
く
、
一
か
ら
考

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
、
模
擬
講
義
、
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び
、
優

秀
な
Ａ
Ｏ
入
試
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
委
員
の
方
々
の
お
力

に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
、
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
Ａ
Ｏ
入
試
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に

当
時
の
ワ
ー
キ
ン
グ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
現
在
医
学
研
究
科
の

運
営
の
中
心
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
は
、
教
授
会

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

教
員
ポ
イ
ン
ト
制
に
つ
い
て

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長　

若　

林　

孝　

一

職名 ポイント 人数 基本
ポイント

学長裁量
ポイント

医学研究科

教授 11 38

1283 11
准教授  9 28
講師  8 15
助教  7 72
助手  6  0

職名 ポイント 人数 基本
ポイント

学長裁量
ポイント

附属病院

教授 11  4

682 0
准教授  9 10
講師  8 37
助教  7 36
助手  6  0

退
職
に
あ
た
っ
て

貴
重
な
体
験
の
連
続
で
し
た

感
染
生
体
防
御
学
講
座　

教
授　

中　

根　

明　

夫

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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を
中
心
に
医
学
研
究
科
の

方
々
、
同
時
に
事
務
職
員
の

方
々
に
も
支
え
ら
れ
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
が
で
き
、
と
て

も
幸
せ
な
二
十
三
年
間
で
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
教
職
員

の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

国
立
大
学
が
荒
波
に
揉
ま
れ

る
時
代
に
入
っ
て
い
る
中
、
弘

前
大
学
の
発
展
は
、
医
学
研
究

科
・
附
属
病
院
に
依
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
で
す
の
で
、
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
二
年
半
、
社
会
医
学
講
座

の
教
授
と
し
て
の
職
務
を
い
た

だ
き
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
前
任
の
衛
生
学
講
座
の
菅

原
和
夫
先
生
、
学
位
の
ご
指
導

を
い
た
だ
い
た
公
衆
衛
生
学
講

座
の
臼
谷
三
郎
先
生
の
教
え
を

胸
に
秘
め
、
ま
た
た
ま
に
は
反

芻
し
な
が
ら
の
時
間
で
し
た
。

　

高
橋
英
次
先
生
に
始
ま
っ
た

衛
生
学
講
座
は
佐
々
木
直
亮
先

生
、
菅
原
和
夫
先
生
と
、
ま
た

公
衆
衛
生
学
講
座
は
中
村
正
先

生
に
始
ま
り
、
臼
谷
三
郎
先

生
、
三
田
禮
造
先
生
と
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の
代

に
は
両
講
座
が
統
合
さ
れ
社
会

医
学
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
「
常
に
社
会

を
大
き
く
見
据
え
る
」
と
い
う

意
味
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
大
学
院
生
を
送
り

続
け
て
い
た
だ
い
た
消
化
器
血

液
内
科
学
講
座
の
棟
方
昭
博
教

授
、
福
田
眞
作
教
授
、
整
形
外

科
学
講
座
の
藤
哲
教
授
、
石
橋

恭
之
教
授
に
は
感
謝
の
言
葉
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
多
く
の
大
学
院
生
が
こ
の

間
在
籍
し
卒
業
し
ま
し
た
。
そ

の
分
他
講
座
の
先
生
方
に
は
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
基
礎
講
座
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
南
塘
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
昼
休
み
時
間
を
利

用
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

運
動
オ
ン
チ
の
私
が
ジ
ャ
マ
イ

カ
に
い
た
時
、
ラ
イ
バ
ル
の
細

菌
学
佐
々
木
甚
一
先
生
か
ら

メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。「
君

が
い
な
か
っ
た
ら
私
の
チ
ー
ム

が
負
け
て
し
ま
う
か
ら
ソ
フ
ト

の
た
め
に
帰
国
し
て
く
れ
な
い

か
」
と
。

　

公
衆
衛
生
大
学
院
時
代
は
各

地
で
調
査
活
動
が
あ
り
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
工
事
現
場
を
始
め

多
く
の
場
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

臼
谷
先
生
や
公
衆
衛
生
学
講
座

の
先
生
方
と
お
酒
を
交
え
な
が

ら
楽
し
く
過
ご
し
た
あ
の
頃
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
の
三
年
で
文
部
科
学
省

か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（Center O

f In-
novation

）
と
い
う
大
仕
事
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
の
活

性
化
を
大
学
が
後
押
し
す
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
企

業
活
動
を
念
頭
に
置
い
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
し
い
健
康

づ
く
り
の
展
開
方
法
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
現
在
約
四
十
の
企
業
が
正

式
参
画
し
、
健
康
分
野
で
は
唯

一
Ｓ
評
価
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

が
評
価
さ
れ
た
形
で
拠
点
設
置

（
革
新
的
地
域
ラ
イ
フ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
拠
点
）
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

短
命
県
返
上
活
動
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｉ
や
皆
様
の
後
押
し
を
得
て
前

進
し
ま
し
た
。〝
短
命
県
返

上
〟、
た
っ
た
五
文
字
で
す
が

そ
の
本
質
は
深
く
、
町
づ
く
り

ま
で
視
野
に
い
れ
た
幅
広
く
、

し
か
も
本
気
の
活
動
に
な
り
ま

す
。
現
在
は
、
県
・
自
治
体
は

も
ち
ろ
ん
、各
大
学
、四
師
会
、

企
業
、
市
民
な
ど
と
強
く
連
携

し
な
が
ら
こ
れ
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
活
動
の
原
動

力
と
な
っ
た
の
が
二
〇
〇
五
年

に
始
ま
っ
た
岩
木
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
今
は
六
百

項
目
を
超
え
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

で
す
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
へ
の
貢
献
、
ウ
エ
ア
ラ
ブ

ル
機
器
の
開
発
な
ど
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

在
任
中
の
四
年
間
は
医
学
研

究
科
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
分
不
相
応
の
仕
事

で
し
た
が
周
囲
の
皆
様
の
ご
協

力
（
特
に
佐
藤
敬
学
長
）
を
得

て
何
と
か
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

社
会
医
学
は
や
り
が
い
の
あ

る
分
野
で
す
。
多
分
野
の
人
が

相
和
し
、
連
携
し
て
目
的
に
向

か
い
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も

こ
の
や
り
が
い
を
享
受
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
今
後
と
も

温
か
く
本
講
座
を
見
守
っ
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
八
月
一
日
付
を

も
っ
て
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院
薬
剤
部
に
就
任
し
、
十
年

以
上
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
月

並
み
で
す
が
あ
っ
と
い
う
間
の

十
年
間
だ
っ
た
と
し
み
じ
み
感

じ
て
お
り
ま
す
。「
人
生
六
〇 

％
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
欲
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら

学
生
時
代
に
出
会
っ
た
「
ア
ン

ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
」
の

研
究
を
続
け
た
い
と
の
思
い
で

過
ご
し
て
き
た
人
間
と
し
て
、

薬
剤
部
は
と
て
も
そ
の
よ
う
な

感
覚
で
は
向
き
合
え
な
い
職
場

で
あ
り
ま
し
た
。

　

長
ら
く
自
ら
の
手
で
実
験
し

デ
ー
タ
を
作
り
上
げ
て
き
た
こ

と
か
ら
、
薬
剤
部
長
と
し
て
指

示
を
出
す
よ
り
も
一
緒
に
物
事

を
進
め
な
け
れ
ば
気
が
済
ま

ず
、
細
か
い
こ
と
に
も
参
画
し

て
し
ま
い
、
多
く
の
部
員
に
は

「
な
ん
ぼ
、
カ
チ
ャ
ま
し
ー
ヤ

ズ
だ
！
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

薬
剤
部
に
就
任
し
て
最
初
に

行
っ
た
こ
と
は
他
部
署
に
門
戸

を
解
放
し
た
事
で
す
。
特
に
看

護
部
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
真

摯
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
薬
剤

部
で
は
払
い
出
し
た
医
薬
品
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
対
し
他
部
署

で
起
き
た
事
象
で
あ
る
と
の
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

対
応
は
医
薬
品
の
専
門
家
で
は

な
い
看
護
師
に
と
っ
て
辛
い
も

の
で
あ
り
、や
は
り
「
く
す
り
」

の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が

「
病
め
る
人
」
に
対
し
て
安
全
・

適
正
な
薬
物
療
法
に
貢
献
す
る

「
病
院
完
結
型
」
の
発
想
に
変

更
す
べ
き
と
考
え
た
か
ら
で
し

た
。
我
々
薬
剤
師
が
心
を
込
め

て
調
剤
し
た
医
薬
品
が
、
患
者

に
適
切
に
投
与
さ
れ
る
た
め
に

は
、
間
に
入
る
人
へ
の
配
慮
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
現
在
で
は

注
射
剤
の
自
動
払
い
出
し
装
置

の
導
入
に
よ
る
注
射
剤
の
「
施

行
毎
の
一
本
渡
し
」
の
実
施
、

患
者
の
薬
歴
は
も
と
よ
り
臨
床

検
査
値
の
確
認
に
よ
る
適
正
な

投
与
量
を
目
指
し
た
疑
義
紹

介
・
処
方
提
案
等
々
を
行
い
、

患
者
に
対
す
る
安
全
・
適
正
な

薬
物
療
法
へ
の
貢
献
が
着
実
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
任
当
初
に
開
始
さ

れ
た
外
来
化
学
療
法
室
で
の
抗

が
ん
剤
の
調
製
で
は
、
安
全
性

の
確
保
が
着
実
に
充
実
し
て
き

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
病
院
の

診
療
方
針
や
そ
れ
に
対
応
す
べ

く
業
務
の
拡
大
・
拡
充
を
行
っ

た
腫
瘍
内
科
の
諸
先
生
の
努
力

に
よ
る
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
入
院
患
者
へ
の
抗
が
ん

剤
の
調
製
も
全
診
療
科
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
で

有
数
の
薬
剤
師
数
の
少
な
い
国

立
大
学
病
院
で
は
あ
り
ま
す

が
、
安
全
性
を
重
視
し
た
が
ん

化
学
療
法
に
大
き
く
貢
献
す
べ

く
、
担
当
薬
剤
部
員
の
真
摯
な

姿
勢
を
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
十
年
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
診
療
科

の
諸
先
生
、
看
護
部
の
皆
様
、

事
務
の
方
々
そ
し
て
薬
剤
部
部

員
等
多
く
の
皆
様
に
よ
り
ご
支

援
お
よ
び
ご
指
導
を
い
た
だ
き

無
事
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
十
月
十
八
日
に

静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
八

回
臓
器
移
植
推
進
国
民
大
会
に

お
い
て
、
臓
器
移
植
対
策
推
進

功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

臓
器
移
植
推
進
国
民
大
会
は
臓

器
移
植
へ
の
一
層
の
理
解
と
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
厚

生
労
働
省
、
都
道
府
県
、
公
益

財
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
主
催
で
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
世
界
で
最
初
に
腎
移

植
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
五
四

年
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
一

九
六
四
年
に
慢
性
腎
不
全
患
者

に
対
す
る
腎
移
植
の
第
一
例
目

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県

で
は
、
そ
の
三
年
後
の
一
九
六

七
年
に
当
時
の
第
一
外
科
の
山

本
実
先
生
が
腎
移
植
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
一

年
に
は
泌
尿
器
科
の
舟
生
富
寿

教
授
も
腎
移
植
を
開
始
し
、
本

院
は
日
本
の
腎
移
植
を
牽
引
す

る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
に

な
る
と
県
内
の
腎
移
植
施
設
は

さ
ら
に
充
実
し
、
鷹
揚
郷
弘
前

病
院
、
八
戸
市
民
病
院
、
八
戸

平
和
病
院
が
加
わ
り
、
着
実
に

腎
移
植
の
実
績
を
積
み
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
四
年
に

は
生
体
・
献
腎
を
含
め
て
腎
移

植
が
一
例
も
実
施
さ
れ
な
い
事

態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

津
軽
地
区
の
腎
移
植
施
設
は
本

院
か
ら
鷹
揚
郷
弘
前
病
院
に
移

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
医
師
不

足
が
原
因
で
移
植
が
困
難
な
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
八
戸

市
民
病
院
と
八
戸
平
和
病
院
も

全
く
同
じ
状
態
で
し
た
。
そ
の

結
果
、
生
体
腎
移
植
を
希
望
さ

れ
る
患
者
さ
ん
は
、
秋
田
大

学
、
仙
台
社
会
保
険
病
院
、
東

京
女
子
医
大
病
院
等
、
遠
方
の

施
設
で
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状

態
で
し
た
。
さ
ら
に
、脳
死
下
、

心
停
止
下
の
臓
器
提
供
（
献
腎

移
植
）
に
は
全
く
対
応
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

腎
移
植
は
多
く
の
医
師
と
ス

タ
ッ
フ
を
必
要
と
す
る
究
極
の

チ
ー
ム
医
療
で
す
。
当
時
の
弘

大
泌
尿
器
科
に
は
七
名
の
医
師

し
か
在
籍
せ
ず
、
初
期
研
修
必

修
化
で
新
人
も
入
局
し
な
い
た

め
、
泌
尿
器
科
単
独
で
の
腎
移

植
は
不
可
能
で
し
た
。
他
施
設

に
医
師
を
派
遣
し
て
研
修
さ
せ

る
こ
と
す
ら
不
可
能
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
危
機
的
状
態
に

対
応
す
る
た
め
、
二
〇
〇
五
年

に
当
時
の
循
環
器
・
呼
吸
器
・

腎
臓
内
科
の
奥
村
教
授
、
消
化

器
外
科
の
佐
々
木
教
授
に
ご
協

力
頂
き
、「
診
療
科
の
枠
組
み

を
超
え
た
腎
移
植
チ
ー
ム
：
弘

大
腎
移
植
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
青
森
県
の
腎
移
植

は
見
事
な
Ｖ
字
復
活
を
遂
げ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
感
謝
状
は
、
移
植
件
数
の
み

で
な
く
、
生
着
率
が
優
れ
、
血

液
型
不
適
合
移
植
な
ど
難
度
の

高
い
移
植
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
二

〇
〇
九
年
か
ら
交
付
さ
れ
た
文

部
科
学
省
特
別
経
費
─
国
際
的

に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
機

能
の
充
実
─
「
免
疫
学
的
不
適

合
臓
器
移
植
の
拡
大
に
向
け
た

基
礎
的
・
応
用
的
研
究
─
糖
鎖

医
学
に
基
づ
く
免
疫
制
御
と
新

規
移
植
臓
器
開
発
に
よ
る
移
植

医
療
研
究
─
」、
二
〇
一
〇
年

に
開
講
し
た
寄
付
講
座
「
先
進

移
植
再
生
学
医
学
講
座
」、
青

森
県
腎
臓
バ
ン
ク
と
青
森
県
が

地
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
腎

移
植
推
進
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
」、

そ
し
て
、
腎
移
植
の
診
療
に
対

す
る
皆
様
の
貴
重
な
ご
支
援
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

退
職
に
あ
た
っ
て

退
職
に
あ
た
っ
て

社
会
医
学
講
座　

教
授　

中　

路　

重　

之

退
職
に
あ
た
っ
て

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

薬
剤
部
１０
年
間
を
振
り
返
って

薬
剤
学
講
座　

教
授　

早　

狩　
　
　

誠

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
て

─
腎
移
植
ゼ
ロ
か
ら
の
復
活
─

泌
尿
器
科
学
講
座　

教
授　

大　

山　
　
　

力

第
18
回
臓
器
移
植
推
進
国
民
大
会
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こ
の
度
、
第
二
十
三
回
日
本

神
経
内
視
鏡
学
会
に
お
い
て
、

会
長
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
演

題
名
は
「
視
床
出
血
に
対
す
る

内
視
鏡
的
血
腫
除
去
術 

─
有

効
性
確
立
の
た
め
の
比
較
臨
床

試
験
の
デ
ザ
イ
ン
設
定
─
」
で

す
。
演
題
名
か
ら
お
気
づ
き
に

な
ら
れ
る
方
も
多
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
本
演
題
は
結
果
報
告

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
行
う
臨

床
試
験
の
デ
ザ
イ
ン
設
定
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
と
な
り
ま

す
。

　

視
床
は
被
殻
に
次
ぐ
高
血
圧

性
脳
内
出
血
の
好
発
部
位
で

す
。
周
囲
に
重
要
な
機
能
が
密

集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
血

に
よ
り
重
篤
な
神
経
症
状
を
呈

し
ま
す
。
解
剖
学
的
理
由
か
ら

開
頭
手
術
で
は
周
囲
の
重
要
な

構
造
が
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
、
機
能
回
復
の
観
点
か
ら

は
手
術
適
応
が
な
い
も
の
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年

の
脳
卒
中
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
も
、
視
床
出
血
に
対
す
る
急

性
期
治
療
と
し
て
血
腫
除
去
術

は
推
奨
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
保
存
的
治
療
が
一
般

的
で
あ
り
、
強
い
神
経
障
害
は

後
遺
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

　

近
年
、
内
視
鏡
手
術
、
定
位

手
術
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術

な
ど
を
用
い
る
こ
と
で
低
侵
襲

化
が
可
能
と
な
り
、
内
視
鏡
手

術
に
よ
り
機
能
回
復
が
得
ら
れ

る
視
床
出
血
症
例
の
報
告
も
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
報
告
は
い
ず
れ
もcase 

trial

で
あ
り
内
視
鏡
的
治
療
と

保
存
的
治
療
の
ど
ち
ら
が
優
れ

た
治
療
法
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
残
念
な
が
ら
エ
ビ
デ
ン
ス

の
構
築
に
は
到
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
上
記
治
療
を
克

服
す
る
た
め
に
前
方
視
的
比
較

試
験
を
計
画
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　

本
試
験
で
は
、
二
十
歳
以
上

八
十
歳
以
下
の
高
血
圧
性
視
床

出
血
で
、
発
症
四
十
八
時
間
以

内
、
血
腫
量
が
10　
ml
以
上
で
あ

る
患
者
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
治
療
の
内
容
を
説
明
し
た

後
、
保
存
的
治
療
か
内
視
鏡
的

治
療
か
の
選
択
は
被
験
者
に
委

ね
、
他
の
急
性
期
管
理
お
よ
び

評
価
項
目
は
一
定
と
し
て

　

弘
前
地
区
で
の
新
規
医
療
技

術
推
進
を
最
終
的
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
す
る
弘
前
医
療
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

第
三
回
講
演
会
が
平
成
二
十
八

年
十
一
月
十
三
日
㈰
午
後
二
時

か
ら
五
時
三
十
分
ま
で
弘
前
大

学
医
学
部
臨
床
大
講
義
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
過
去
二
回
い
ず
れ
も
整
形

外
科
領
域
の
課
題
と
進
歩
を

テ
ー
マ
と
し
て
本
学
医
学
研
究

科
整
形
外
科
学
講
座
（
石
橋
恭

之
教
授
）
が
主
催
し
て
開
催
し

て
き
た
が
、
今
回
は
「
光
を
も

う
い
ち
ど
、要
介
護
０
（
ゼ
ロ
）

社
会
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て

眼
科
学
講
座
（
中
澤
満
教
授
）

が
共
同
主
催
と
し
て
加
わ
り
、

眼
科
学
領
域
で
日
本
か
ら
世
界

へ
発
信
で
き
る
潜
在
的
な
価
値

を
持
っ
た
新
し
い
医
療
技
術
研

究
の
紹
介
と
い
う
内
容
と
な
っ

た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ
れ

ま
で
神
戸
に
あ
る
公
益
財
団
法

人
先
端
医
療
振
興
財
団
と
弘
前

市
に
拠
点
を
持
つ
ひ
ろ
さ
き
Ｌ

Ｉ
株
式
会
社
お
よ
び
弘
前
記
念

病
院
の
共
催
の
元
に
行
わ
れ
て

き
た
が
、
研
究
テ
ー
マ
は
い
ず

れ
も
先
端
医
療
振
興
財
団
か
ら

の
研
究
支
援
を
受
け
た
研
究
者

に
よ
る
最
先
端
医
療
研
究
で
あ

り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
の
進
捗
状
況
が

披
露
さ
れ
、
と
く
に
眼
科
学
領

域
の
以
下
の
六
テ
ー
マ
に
つ
い

て
報
告
と
討
論
が
な
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
京
都
府
立
医
大
感

覚
器
未
来
医
療
学
の
木
下
茂
教

授
に
よ
る
「
培
養
ヒ
ト
角
膜
内

皮
細
胞
に
よ
る
角
膜
内
皮
再
生

医
療
の
実
現
化
」、
京
都
府
立

医
科
大
学
眼
科
学
の
外
園
千
恵

教
授
に
よ
る
「
難
治
性
角
結
膜

疾
患
に
対
す
る
培
養
自
家
口
腔

粘
膜
上
皮
シ
ー
ト
移
植
」、
岡

山
大
学
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

眼
科
学
の
松
尾
俊
彦
准
教
授
に

よ
る
「
光
電
変
換
色
素
結
合
薄

膜
型
（
岡
山
大
学
方
式
）
人
工

網
膜O

U
ReP

の
医
師
主
導
治

験
」、
東
北
大
学
創
生
応
用
セ

ン
タ
ー
細
胞
治
療
部
門
の
阿
部

俊
明
教
授
に
よ
る
「
網
膜
疾
患

い
対
す
る
新
規
薬
剤
徐
放
デ
バ

イ
ス
の
開
発
」、
京
都
大
学
病

院
臨
床
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
の

池
田
華
子
准
教
授
に
よ
る
「
Ｖ

Ｃ
Ｐ
モ
ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い

た
眼
難
治
疾
患
の
治
療
法
開

発
」、
国
立
病
院
機
構
東
京
医

療
セ
ン
タ
ー
の
岩
田
岳
部
長
に

よ
る
「
遺
伝
性
網
脈
絡
膜
疾
患

の
全
エ
ク
ソ
ー
ム
解
析
：
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
の
構
築
と
課

題
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
在

進
行
中
で
あ
っ
て
、
再
生
医
療

や
遺
伝
子
診
療
さ
ら
に
は
新
規

デ
バ
イ
ス
や
新
薬
開
発
に
ま
で

範
囲
が
多
岐
に
亘
り
、
い

ず
れ
も
が
も
し
臨
床
応
用

が
実
現
す
れ
ば
そ
れ
だ
け

で
画
期
的
な
眼
科
学
の
進

歩
と
な
る
極
め
て
濃
密
な

内
容
で
あ
っ
た
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
の
一
つ

が
弘
前
地
区
に
お
い
て
弘

前
大
学
を
中
心
と
し
た
先

端
医
療
開
発
研
究
の
基
盤

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
大

学
だ
け
で
は
な
く
産
学
官

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
か
ら
、
聴
衆
に
は

眼
科
関
係
者
ば
か
り
で
な

　

弘
前
市
は
、
弘
前

大
学
を
中
心
と
し
た

医
療
機
関
の
集
中
や

弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
に

お
け
る
先
進
的
な
取

り
組
み
な
ど
の
優
位

性
を
生
か
し
て
、
健

康
・
医
療
分
野
に
関

わ
る
新
た
な
産
業
集

積
と
雇
用
創
出
を
目

指
し
た
「
ひ
ろ
さ
き

ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
現
在

は
再
生
医
療
を
中
心

と
し
た
先
進
医
療
の

拠
点
化
に
向
け
、
体

制
整
備
や
人
材
育
成

支
援
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、「
寝
た
き
り〝
ゼ
ロ
〟
社
会
を
目
指
し
て
！
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
予
防
医
学
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
リ

ハ
）
の
分
野
に
お
い
て
先
駆
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
四
名
の

講
師
を
お
招
き
し
、
広
く
一
般

市
民
も
対
象
と
し
た
「
ひ
ろ
さ

き
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
平
成
二
十

九
年
一
月
十
五
日
に
ア
ー
ト
ホ

テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
福
島

雅
典
氏
（
先
端
医
療
振
興
財

団
・
臨
床
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー

長
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
の

基
調
講
演
「
健
康
長
寿
社
会
の

建
設
と
医
療
革
命
」
に
続
き
、

中
路
重
之
氏
（
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ

Ｉ
研
究
推
進
拠
点
長
・
社
会
医

学
講
座
教
授
）
か
ら
は
弘
前
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
山
海
嘉
之
氏
（
サ
イ
バ
ニ

ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
筑
波

大
学
教
授
）
と
中
島
孝
氏
（
国

立
病
院
機
構
新
潟
病
院
副
院

会
長
賞
を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

脳
神
経
外
科　

助
手　

片　

山　

耕　

輔

第
23
回
日
本
神
経
内
視
鏡
学
会

propensity score m
atching

に
よ
る
比
較
を
行
い
ま
す
。
主

要
評
価
項
目
は
発
症
六
か
月
後

のm
-RS

、
Ｇ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｆ

Ｉ
Ｍ
と
し
、
機
能
回
復
の
面
を

重
視
し
た
も
の
と
し
ま
し
た
。

本
試
験
は
昨
年
の
十
月
に
倫
理

委
員
会
の
承
認
を
受
け
、
す
で

に
登
録
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

本
発
表
は
試
験
の
デ
ザ
イ
ン

設
定
に
つ
い
て
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
分
野
だ
け

に
学
会
か
ら
の
注
目
度
も
高

く
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
試
験
を
完
遂
し
、
結

果
を
ご
報
告
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
の
受
賞
に
あ
た

り
、
本
研
究
の
ご
指
導
い
た
だ

い
た
大
熊
洋
揮
教
授
を
は
じ

め
、
教
室
の
諸
先
生
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

弘
前
医
療
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

眼
科
学
講
座　

教
授　

中　

澤　
　
　

満

く
弘
前
市
山
本
昇
副
市
長
は
じ

め
、
青
森
県
に
進
出
し
て
い
る

企
業
関
係
者
な
ど
も
多
数
出
席

し
て
現
在
の
先
端
研
究
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
の
必
要
性

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ

た
。 「

ひ
ろ
さ
き
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
し
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
講
座　

教
授　

津　

田　

英　

一

長
）
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
の

機
器
開
発
と
臨
床
応
用
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
革
新
的
な
医
療
と
地

方
創
生
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
そ
の
役
割
や
期

待
さ
れ
る
成
果
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て
久

し
い
本
邦
で
は
、
少
子
高
齢
化

に
起
因
す
る
問
題
が
医
療
の

様
々
な
場
面
で
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
リ
ハ
分
野
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に
対
す
る

リ
ハ
医
療
の
ニ
ー
ズ
拡
大
が
、

提
供
す
る
側
で
あ
る
リ
ハ
ス

タ
ッ
フ
の
負
担
増
大
を
招
き
、

こ
の
ま
ま
で
は
十
分
な
質
と
量

を
担
保
で
き
な
い
恐
れ
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
リ

ハ
に
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
有
力
な
切
り
札
と
し
て
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
で
は
、

専
用
機
器
を
患
者
に
装
着
し
運

動
療
法
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

正
常
な
運
動
パ
タ
ー
ン
を
繰
り

返
し
再
現
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
従
来
の
リ
ハ
に
比
較

し
て
よ
り
高
い
治
療
効
果
・
治

療
効
率
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
海
氏
が
開
発
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
で

は
、
下
肢
に
装
着
す
る
こ
と
に

よ
り
患
者
が
意
図
し
た
運
動
を

生
体
電
気
信
号
と
し
て
感
知

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の

モ
ー
タ
ー
を
介
し
て
正
常
歩
行

を
ア
シ
ス
ト
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
中
島
氏
か
ら
は
、
Ｈ
Ａ

Ｌ
を
用
い
た
歩
行
リ
ハ
に
よ
り

神
経
・
筋
疾
患
患
者
で
は
歩
行

速
度
・
距
離
や
歩
容
な
ど
に
改

善
が
見
ら
れ
、
そ
の
効
果
は
Ｈ

Ａ
Ｌ
を
外
し
た
後
も
一
定
期
間

維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

は
こ
れ
ま
で
治
療
が
困
難
と
さ

れ
て
き
た
中
枢
神
経
疾
患
へ
の

新
た
な
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

向かって一番右が会長賞を受賞した片山耕輔助教
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能
性
を
示
し
、
ま
た
再
生
医
療

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
更
に

大
き
な
成
果
を
期
待
さ
せ
る
も

の
で
す
。
当
日
は
一
般
の
方
々

も
含
め
三
百
名
以
上
の
参
加
者

で
会
場
も
一
杯
と
な
り
、
会
終

了
後
も
様
々
な
問
い
合
わ
せ
が

弘
前
市
未
来
戦
略
研
究
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
あ
ら
た
め
て
先
進
医
療

へ
の
関
心
の
高
さ
を
認
識
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
は
、
ひ
ろ
さ
き
ラ
イ
フ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
の
支

援
を
受
け
本
年
二
月
に
Ｈ
Ａ
Ｌ

を
導
入
し
、
適
応
疾

患
に
対
し
て
最
新
の

歩
行
リ
ハ
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
他
疾

患
へ
の
適
応
拡
大
に

向
け
、
Ｈ
Ａ
Ｌ
に
よ

る
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ハ
の

臨
床
研
究
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十

八
日
、
弘
前
大
学
は
、
文
部
科

学
省
「
地
域
科
学
技
術
実
証
拠

点
整
備
事
業
」
に
全
国
二
十
二

拠
点
の
一
つ
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
事
業
は
、
文
部
科
学
省
が

「
地
方
創
生
」
に
む
け
て
、
産

学
官
が
連
携
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
生
の
た
め
の
施
設
整

備
な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。（
最
大
十
億
円
）

　

弘
前
大
学
は
、
来
春
、
医
学

部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
新
拠
点

「
健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
計
画

で
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
青
森
県

や
弘
前
市
の
強
力
な
支
援
の
も

と
、
医
療
・
健
康
産

業
の
新
た
な
拠
点
と

な
り
、
さ
ら
に
本
拠

点
が
中
核
と
な
っ
て

地
元
企
業
と
大
手
企

業
が
連
携
し
て
新
産

業
を
創
出
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
雇

用
創
出
へ
つ
な
げ
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
同

セ
ン
タ
ー
は
弘
前
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
と
の
連
動

に
よ
っ
て
、
青
森
県

内
外
の
中
小
企
業
や

大
手
企
業
ま
で
Ｃ
Ｏ

Ｉ
参
画
機
関
四
十
社
が

一
堂
に
集
う
施
設
を
整

え
、
ア
ン
ダ
ー
ワ
ン

ル
ー
フ
の
強
固
な
連
携

を
さ
ら
に
高
め
、
産
学

官
民
一
体
と
な
っ
て
住

民
の
健
康
増
進
に
向
け

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
場
と
し
て
機
能
し
ま

す
。

　

地
域
住
民
が
健
康
づ

く
り
を
行
う
場
も
整
備

し
、
健
診
を
受
け
た
当

日
に
結
果
返
却
と
、
結

果
に
も
と
づ
い
た
健
康

教
育
を
行
う
〝
啓
発
型

（
新
型
）
健
診
〟
を
開

発
・
実
用
化
さ
せ
る
計

画
で
、
こ
の
二
月
に
は

実
証
実
験
を
開
始
し
ま

す
。

　

ま
た
、
弘
前
大
学
で

は
二
〇
〇
五
年
よ
り
岩

木
地
区
で
大
規
模
住
民

健
康
調
査
を
実
施
し
、

　

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
か

ら
十
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た

り
、
青
森
市
に
お
き
ま
し
て
第

八
十
一
回
日
本
泌
尿
器
科
学
会

東
部
総
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
東
部
総
会
の

前
半
に
あ
た
る
十
月
七
日
、
八

日
の
二
日
間
は
第
三
十
三
回
日

韓
泌
尿
器
科
会
議
を
同
時
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
様

で
東
部
総
会
は
一
般
演
題
三
百

四
十
八
題
（
口
演
百
五
十
七

題
、
ポ
ス
タ
ー
百
九
十
一
題
）

の
発
表
、
参
加
者
約
千
八
百

名
、
日
韓
泌
尿
器
科
会
議
は
三

十
三
題
の
一
般
口
演
と
百
五
十

八
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。

　

東
部
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
近

未
来
泌
尿
器
科
の
展
望

-Prospect of U
rology in the 

N
ear Future-

」
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。「
近
未
来
」
と
は

二
〇
二
五
年
を
念
頭
に
置
い

て
、
今
後
十
年
程
度
を
想
定
し

ま
し
た
。
十
年
先
の
こ
と
を
予

測
す
る
の
は
大
変
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
頭
の
中
に
ビ
ジ
ョ
ン

を
想
い
描
く
こ
と
は
問
題
解
決

の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
超
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
泌
尿
器
科
医
の
役
割
と
は

何
か
？
泌
尿
器
科
の
診
療
領
域

を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
、
展
開

し
て
い
く
の
か
？
境
界
領
域
の

診
療
を
ど
う
す
る
の
か
？
高
齢

者
医
療
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く

の
か
？
な
ど
、
面
白
い
テ
ー
マ

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
し
い
専
門
医
認
定
制

度
、
医
療
事
故
調
査
制
度
な

ど
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
基

礎
研
究
分
野
も
含
め
て
明
る
い

泌
尿
器
科
の
展
望
を
語
り
合
う

場
を
提
供
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を

念
頭
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
せ
て
頂

い
た
日
韓
泌
尿
器
科
会
議
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
とclosed m

eeting

の
色

彩
が
濃
い
学
会
で
し
た
が
、
日

韓
両
国
の
泌
尿
器
科
医
の
交
流

を
目
的
に
し
た
学
会
で
す
の

で
、W

e love U
rology

を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
し
て
、
会

場
も
東
部
総
会
と
統
一
し
て
二

つ
の
学
会
に
自
由
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
致
し
ま
し
た
。
日
韓

の
学
術
交
流
と
人
的
交
流
に
お

役
に
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
学
会
を
同
時
開

催
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み
で

し
た
が
、
盛
会
の
う
ち
に
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

弘
前
大
学
が
文
部
科
学
省

「
地
域
科
学
技
術
実
証
拠
点
整
備
事
業
」に
採
択
！

副
理
事
（
研
究
担
当
）・
教
授　

Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機
構　

機
構
長
補
佐
（
戦
略
統
括
）　

村　

下　

公　

一

そ
こ
で
得
た
六
百
項
目
の
健
康

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
毎
年
蓄
積
し

て
い
ま
す
が
、
本
セ
ン
タ
ー
で

は
、
生
物
統
計
、
バ
イ
オ
イ
ン

フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
分
野
の
第

一
線
の
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

チ
ー
ム
（
京
都
大
学
、
東
京
大

学
、
名
古
屋
大
学
）
と
緊
密
に

連
携
し
、
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

か
ら
革
新
的
な
疾
患
予
兆
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
疾
患
予
防
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
目
指
し

ま
す
。
健
康
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解

析
の
た
め
の
「
健
康Bigdata

解
析
セ
ン
タ
ー
」
や
、
生
体
試

料
の
測
定
・
分
析
を
行
う
た
め

の
最
先
端
装
置
を
備
え
る
「
先

端
分
析
機
器
共
用
セ
ン
タ
ー
」

を
整
え
、
住
民
の
健
康
増
進
と

①疾患予兆アルゴリズムの開発
②疾患予兆因子の探索
③『腸年齢』推計モデルの開発
④疾患予兆因子分析装置の開発

①健康増進アプリ「健康物語」開発
②アンチエイジング法の開発
③健康な食事「健康弁当」の開発
④健康増進サービスの開発
⑤健康教育プログラムの開発

●「⾼度医療」から「予防・先制医療」へのシフト
●健康経営など健康増進へのニーズの⾼まり

●日本一の短命県(生活習慣病多)
●少子⾼齢化社会の課題先進地域

●⻘森から日本・アジア・世界へ
『地域健康増進モデル』の展開

背 景 社 会(市場) ニ ー ズ 将来像︓GOAL

技術(研究)シーズの優位性

③オープンイノベーション・プラットフォーム

①世界に類例のない600項目の健康
ビッグデータ(岩木健康増進プロジェクト）

・健康・医療データ連携機構(COI中核拠点)
・大規模認知症コホート研究（いきいき健診）

産: 参画企業40社超(全機関等で50＜)
官: 県内33市町村が健康宣言(85%カバー)
学: 有⼒5⼤学との戦略的研究・データ連携
教: 小中学校20校以上での健康授業展開
⺠: 健幸リーダー、ヘルスサポーターの育成

・腸内/口腔内細菌
・メタボローム解析

・ゲノム(一部メタゲノム)

・生活環境
・社会(経済)環境

etc

寿命革命を実現する「革新的地域ライフイノベーション創造拠点」

※産官学教⺠の連携ポテンシャル⾼

《革新的な３つの研究開発課題》
Ⅰ 健康ビッグデータを用

いた疾患予兆法の開発
Ⅱ 予兆因子に基づい

た予防法の開発
Ⅲ 新たな健診プログラ

ム開発（新型健診）

○『新型(啓発)健診プログラム』開発
※健診当日に結果を返却し、個々
人の結果に基づいてその場で健康
教育し⾏動・意識変容促すプログ
ラム

②世界に誇るビッグデータ解析チームの
存在(京⼤、東⼤、医科研、名⼤)

日本一の“短命県”から
『寿命革命』の実現へ

ライフイノベーション創出⽀援体制︓○弘⼤GOGOファンド(弘前⼤) ○ライフイノベーション戦略(⻘森県/弘前市) ○弘前⼤COI二次参画企業社会実装実証事業(⻘森県) etc

予防効果(医療費削減) 527億円

＼ ヘルスケア産業を軸にした地域経済の活性化、地方創生 ／

経済波及効果

Innovation
!!

多くの⼤企業や
全国の有⼒企業が⻘森へ集結

地元企業との戦略的アライアンス

Open Innovation Platform
健康未来イノベーションセンター

産学官⺠がアンダーワンルーフに
一⼤集結するイノベーション拠点

Under One Roof

※健常⼈の網羅的なピュアビッグデータ

※⻘森発のBIZモデルを世界へ発信︕

※最先端技術(AI)でヒトの健康を解明

市場創出 242億円/年 雇用創出 1,812⼈

【新設施設】

【既存施設】

※臨床研究棟と基礎研究棟の中間に設置
オフィス(事務室)
・研究開発マネジメント
・知的財産マネジメント
・ベンチャーインキュベート

共通機器室
・蛍光顕微鏡
・遠⼼分離機

会議室（スクリーン）
セミナー室（ホワイトボード）

新型健診プログラム
開発室

健やか⼒推
進センター・
自治体オ

フィス
（渡り廊下）

（1F）
⺠

イノベーション
サロン

官

健康
Bigdata
解析センター

（2F）

先端分析
機器共用
センター

学

寄付講座
共同研究講座

産

セミナールーム

【様式４】
（１）拠点構想と研究開発課題

ラ
イ
フ
産
業
振
興
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
産
学
官
民
が

緊
密
に
連
携
・
協
働
し
て
、
本

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
地
域
健

康
増
進
パ
ッ
ケ
ー
ジ
モ
デ
ル
」

を
開
発
・
実
証
し
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
世
界
で
展
開
し
、

青
森
県
全
体
の
雇
用
創
出
や
新

産
業
創
出
に
寄
与
し
、
地
方
創

生
に
向
け
た
一
大
拠
点
と
し
て

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

本
事
業
の
採
択
に
至
る
ま

で
、
ご
支
援
・
ご
指
導
い
た
だ

い
た
医
学
部
を
は
じ
め
と
し
た

諸
先
生
方
や
、
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
た

な
拠
点
の
ス
タ
ー
ト
へ
向
け

て
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本学医学研究科キャンパス内の「健康未来イノベー
ションセンター」建設地

ロードマップ

第
81
回
日
本
泌
尿
器
科
学
会
東
部
総
会
、

　
　
第
31
回
日
韓
泌
尿
器
科
会
議
を
開
催
し
て

泌
尿
器
科
学
講
座　

教
授　

大　

山　
　
　

力

受付の風景

会場の様子

Grand reception のねぶた囃子大間産クロマグロ
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平
成
二
十
八
年
十
二
月

十
日
㈯
、
十
一
日
㈰
に
弘

前
市
プ
ロ
野
球
一
軍
戦
誘

致
実
行
委
員
会
と
弘
前
大

学
整
形
外
科
学
講
座
が
主

催
で
、「
東
北
野
球
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
６
IN
弘
前
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
の

で
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
弘
前
市

に
お
い
て
野
球
界
と
医
療

界
が
一
体
と
な
っ
て
野
球

を
通
じ
た
子
供
の
育
成
を

考
え
実
践
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
日
目
は
野
球
指
導
者

と
医
療
関
係
者
を
対
象
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し

た
。
葛
西
憲
之
弘
前
市
長
の
開

会
挨
拶
の
あ
と
、
元
プ
ロ
野
球

選
手
の
桑
田
真
澄
さ
ん
（
東
京

大
学
大
学
院
特
任
研
究
員
）「
日

本
の
野
球
界
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
提
言
」、
菅
谷
啓
之

先
生
（
船
橋
整
形
外
科
病
院
）

「
投
球
障
害
の
診
か
た
と
治
療

方
針
」、
黒
川
大
介
先
生
（
東

北
労
災
病
院
）「
野
球
肘
検
診

の
意
義
」
の
三
名
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後　
「
野

球
現
場
が
求
め
て
い
る
こ
と
、

野
球
指
導
者
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

野
球
現
場
と
医
療
現
場
の
垣
根

を
越
え
た
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
野
球
人
口
の
減
少
、
指
導

者
育
成
制
度
が
な
い
、
野
球
が

楽
し
く
で
き
る
環
境
整
備
が
必

要
、
障
害
治
療
や
予
防
に
関
す

る
医
療
現
場
と
野
球
現
場
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な
ど

が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
今

後
我
々
が
野
球
現
場
と
協
力
し

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
小
中
学
生
を
対
象

に
野
球
肘
検
診
と
プ
ロ
野
球
選

手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
野
球
肘
検
診
は
い

わ
ゆ
る
外
側
型
野
球
肘
で
あ
る

離
断
性
骨
軟
骨
炎
を
発
見
す
る

こ
と
が
目
的
で
、
小
中
学
生
約

二
百
名
に
エ
コ
ー
を
使
用
し
て

検
診
を
行
い
ま
し
た
。
早
期
に

発
見
し
適
切
に
治
療
す
る
こ
と

で
、
手
術
ま
で
至
る
選
手
や
、

肘
の
障
害
で
野
球
を
断
念
し
て

し
ま
う
選
手
を
減
ら
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
外
崎
修
汰
選
手

（
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
／
弘

前
市
出
身
）
か
ら
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
野
球
少

年
た
ち
に
夢
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
、
弘
前
市
プ

ロ
野
球
一
軍
戦
誘
致
実
行
委
員

会
と
協
力
し
な
が
ら
「
野
球
に

よ
る
障
害
を
な
く
し
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
野
球
が
出
来
る

よ
う
な
明
る
く
・
元
気
な
弘
前

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
む
け
て
、

野
球
肘
検
診
な
ど
活
動
を
継
続

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

十
一
月
十
四
日
は
国
連
に
よ

り
公
式
認
定
さ
れ
て
い
る
「
世

界
糖
尿
病
デ
ー
」
で
す
。
世
界

各
地
で
糖
尿
病
の
予
防
、
治

療
、
療
養
を
喚
起
す
る
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
弘
前
市
で
も
昨
年
度
に
引

き
続
き
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。

　

去
る
平
成
二
十
八
年
十
一
月

十
九
日
、
弘
前
公
開
糖
尿
病
教

室
（
於　

ヒ
ロ
ロ
内
弘
前
市
民

文
化
交
流
館
）
と
、
青
森
銀
行

記
念
館
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
開
糖
尿
病
教
室
で
は
、
今

村
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
副
会
長

の
岩
山
政
則
様
に
よ
る
教
育
講

演
と
当
科
の
松
橋
有
紀
助
教
と

村
上
宏
講
師
に
よ
る
特
別
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
山
様
に
は
、
糖
尿
病
を
患

い
な
が
ら
も
趣
味
の
自
然
撮
影

を
通
し
て
充
実
し
た
生
活
を
送

る
様
子
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
特
別
講
演
で
は
、

糖
尿
病
治
療
の
ひ
と
つ
で
あ
る

イ
ン
ス
リ
ン
療
法
と
、
糖
尿
病

療
養
に
際
し
て
非
常
に
重
要
な

血
糖
測
定
に
関
す
る
内
容
を
、

楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
百
人
程
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
会
裡

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夕
方
に
は
、
青
森
銀

行
記
念
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
他
、

多
く
の
患
者

様
、
た
か
丸
く

ん
も
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、「
糖

尿
病
と
仲
良
く

歩
ん
で
、
短
命

県
返
上
！
」
を

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

に
誓
い
ま
し

た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト

が
、
糖
尿
病
患

者
様
と
そ
の
ご

家
族
、
そ
し
て

医
療
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
た

療
養
環
境
づ
く

り
の
一
助
に
な

る
こ
と
が
で
き

れ
ば
幸
い
で

す
。

　

最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関

係
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

第
百
五
十
四
回
弘
前
医
学
会

例
会
が
平
成
二
十
九
年
一
月
二

十
七
日
㈮
弘
前
大
学
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
演
題
八
題
、
弘
前
大
学

医
学
部
附
属
病
院　

医
療
安
全

推
進
室
准
教
授
の
大
徳
和
之
先

生
に
よ
り
「
医
師
は
最
善
を
尽

く
し
て
い
る
か
─
安
全
で
質
の

高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の

方
策
─
」
の
タ
イ
ト
ル
で
例
会

講
演
一
題
が
行
わ
れ
、
続
い
て

四
題
の
医
学
部
学
術
賞
受
賞
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一

般
演
題
か
ら
は
、
脳
神
経
生
理

学
講
座
の
古
川
智
範
先
生
が
タ

イ
ト
ル
〝
ジ
ア
ゼ
パ
ム
長
期
投

与
マ
ウ
ス
に
よ
る
脳
内Lcn2

発
現
お
よ
び
認
知
機
能
の
解

析
〟
に
よ
り
優
秀
発
表
賞
を
う

け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ

Ｉ
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０

１
７
と
日
程
が
重
な
っ
て
お

り
、
参
加
者
が
少
な
く
な
る
の

で
は
と
危
惧
し
ま
し
た
が
、
八

十
八
名
の
記
帳
が
あ
り
、
例
年

通
り
の
参
加
者
が
得
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
会
の

金
曜
日
の
十
三
時
か
ら
と
い
う

時
間
設
定
は
、
臨
床
部
門
か
ら

は
参
加
が
難
し
い
と
い
う
声
も

よ
く
聞
き
ま
す
。
一
般
演
題
の

優
秀
発
表
賞
を
基
礎
部
門
と
臨

床
部
門
に
分
け
て
選
出
し
て
は

と
い
う
意
見
も
耳
に
し
ま
す
。

ま
た
、
運
営
す
る
側
か
ら
は
一

般
演
題
の
参
加
数
を
増
や
し
た

い
、
臨
床
、
基
礎
を
問
わ
ず
若

手
の
参
加
・
発
表
を
増
や
し
た

い
と
い
う
希
望
も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
時
間
設
定
は
、
例
会
の

時
間
内
に
医
学
部
学
術
賞
受
賞

記
念
講
演
を
行
い
、
そ
れ
に
引

き
続
き
十
七
時
以
降
に
学
術
賞

の
表
彰
お
よ
び
パ
ー
テ
ィ
ー
と

い
う
、
い
わ
ば
例
会
と
医
学
部

学
術
賞 

関
連
の
二
つ
の
内
容

を
同
一
日
に
行
う
た
め
に
設
定

さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　

今
後
、
例
会
の
内
容
、
日
程

を
少
し
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
度
は
、
第
百
五
十
四
回

弘
前
医
学
会
例
会
に
お
き
ま
し

て
優
秀
発
表
賞
を
賜
り
、
誠
に

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
上
野
教
授
を
は
じ

め
、
多
く
の
先
生
方
の
ご
指

導
・
ご
協
力
の
賜
と
改
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

受
賞
い
た
し
ま
し
た
発
表
演
題

は
、「
ジ
ア
ゼ
パ
ム
長
期
投
与

マ
ウ
ス
に
お
け
る
脳
内Lcn2

発
現
お
よ
び
認
知
機
能
の
解

析
」
で
す
。
近
年
、
向
精
神
薬

で
あ
る
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系

薬
剤
の
長
期
的
利
用
に
よ
り
認

知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
増
加
す

る
と
い
う
報
告
が
急
増
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
に
我
々
は
、
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

ゼ
ピ
ン
系
薬
剤
で
あ
る
ジ
ア
ゼ

パ
ム
の
長
期
投
与
が
脳
内

Lcn2

発
現
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
を
発
見
し
、Lcn2

の
役
割

に
注
目
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

弘
前
医
学
会
で
は
、
ジ
ア
ゼ
パ

ム
長
期
投
与
マ
ウ
ス
の
認
知
機

能
お
よ
び
海
馬
神
経
細
胞
の
形

「
弘
前
医
学
会
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て
（1/27

）」

態
観
察
を
行
い
、
認
知
機
能
の

障
害
お
よ
び
海
馬
神
経
細
胞
の

形
態
変
化
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
、Lcn2

に
よ
っ
て
海

馬
の
神
経
伝
達
機
能
が
抑
え
ら

れ
、
認
知
機
能
障
害
が
生
じ
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

今
後
、Lcn2

の
機
能
の
さ
ら

な
る
検
証
を
行
う
と
共
に
、
ジ

ア
ゼ
パ
ム
に
よ
るLcn2

発
現

増
加
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し

て
、
ジ
ア
ゼ
パ
ム
長
期
使
用
を

一
因
と
す
る
認
知
症
の
予
防
法

や
治
療
法
の
開
発
に
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
最
後
に
、
こ
の
受
賞
を
励

み
に
い
っ
そ
う
の
研
鑽
を
積
ん

で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

「
東
北
野
球
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
２
０
１
６
in
弘
前
」
開
催
し
て

附
属
病
院　

整
形
外
科　

講
師　

山　

本　

祐　

司

世
界
糖
尿
病
デ
ー

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

教
授　

大　

門　
　
　

眞

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
in
弘
前

弘
前
医
学
会
例
会
開
催
報
告

弘
前
医
学
会
庶
務
幹
事　

上　

野　

伸　

哉

第
154
回

弘
前
医
学
会
例
会

弘
前
医
学
会
優
秀
発
表
賞
を

受
賞
し
て

脳
神
経
生
理
学
講
座　

助
教　

古　

川　

智　

範

左から田坂定智教授，受賞した古川智範助教，若林孝一研究科長



医学部ウォーカー第 80 号 平成 29 年 3 月 15 日
　

こ
の
度
、
二
〇
一
七
年
二
月

四
日
に
宮
城
県
仙
台
市
で
行
わ

れ
ま
し
た
第
三
十
八
回
東
北
骨

代
謝
・
骨
粗
鬆
症
研
究
会
に
お

い
て
、
臨
床
部
門
の
優
秀
演
題

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
の
で
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
演
題
は
「
閉
経
後
女
性

の
腰
椎
椎
体
骨
折
と
ホ
ル
モ
ン

の
関
連
」
で
し
た
。
い
わ
き
健

康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者

の
う
ち
、
二
〇
一
〇
年
と
二
〇

一
五
年
の
両
方
で
腰
椎
Ｘ
線
写

真
の
側
面
像
が
評
価
で
き
た
閉

経
後
女
性
を
対
象
と
し
ま
し

た
。
五
年
間
で
新
た
に
骨
折
を

生
じ
た
者
の

危
険
因
子
を

調
査
し
、
二

〇
一
五
年
に

測
定
し
て
い

た
様
々
な
ホ

ル
モ
ン
と
骨

折
の
関
連
を

調
べ
る
こ
と

が
目
的
で
し

た
。

　

二
〇
一
〇

年
と
二
〇
一
五
年
の
Ｘ
線
写
真

を
比
較
し
、
新
た
に
腰
椎
椎
体

骨
折
を
発
生
し
た
者
を
骨
折
群

と
し
、
そ
れ
以
外
を
非
骨
折
群

と
し
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
年

齢
、
身
長
、
体
重
、
閉
経
後
年

数
を
群
間
で
比
較
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
に
施
行
し

た
血
液
検
査
の
ア
ル
ド
ス
テ
ロ

ン
濃
度
、
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
、
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｈ
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
、
Ｐ
Ｔ
Ｈ
、
橈
骨
遠
位
の

骨
密
度
を
群
間
で
比
較
し
ま
し

た
。
デ
ー
タ
の
欠
損
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
の
治
療
歴
、
副
腎
皮
質

ス
テ
ロ
イ
ド
の
使
用
、
甲
状
腺

機
能
亢
進
症
、
ス
ピ
ロ
ノ
ラ
ク

ト
ン
内
服
を
除
外
し
、
二
百
二

十
三
名
が
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

結
果
で
す
が
、
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
の
年
齢
、
閉
経
後
年
数
は
有

意
に
骨
折
群
が
高
い
値
と
な
り

ま
し
た
。
採
血
項
目
で
は
Ｄ
Ｈ

Ｅ
Ａ
、
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
濃
度

が
骨
折
群
で
低
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
橈
骨
遠
位
骨
密
度
も

骨
折
群
で
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

先
行
研
究
で
ア
ル
ド
ス
テ
ロ

ン
症
や
ス
テ
ロ
イ
ド
性
骨
粗
鬆

症
に
お
い
て
、m

ineralocorti-
coid receptor

を
介
し
て
抗
ア

ル
ド
ス
テ
ロ
ン
薬
は
骨
折
や
骨

密
度
の
低
下
を
予
防
で
き
る
こ

と
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
受
容
体
を
介
し
て
ア

ル
ド
ス
テ
ロ
ン
は
骨
芽
細
胞
の

分
化
を
促
す
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
も

骨
代
謝
と
関
連
し
て
お
り
、
過

剰
な
場
合
も
、
低
値
の
場
合
も

骨
折
の
危
険
因
子
で
あ
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
研

究
の
指
導
や
調
査
の
御
協
力
を

頂
い
た
石
橋
教
授
を
中
心
と
す

る
整
形
外
科
学
講
座
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
岩
木
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
催
す
る
中
路

教
授
や
高
橋
准
教
授
を
中
心
と

し
た
社
会
医
学
講
座
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
四
月
入
学
予

定
の
二
年
次
前
期
学
士
編
入
学

生
は
、
弘
前
大
学
医
学
部
医
学

科
に
学
士
編
入
学
制
度
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
十
六
期
生
に
当
た

り
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
は

二
年
次
前
期
へ
と
編
入
学
の

時
期
が
変
更
さ
れ
て
お
り
、

今
回
が
三
年
目
と
な
る
。
平
成

二
十
九
年
度
編
入
試
は
、
従

来
の
夏
の
七
、八
月
の
実
施
か

ら
、
十
一
月
二
十
七
日
に
第
一

次
選
抜
試
験
、
十
二
月
十
七
日

に
第
二
次
選
抜
試
験
と
、
年
の

後
半
へ
の
変
更
と
な
っ
た
。
一

次
選
抜
で
は
、
受
験
者
九
十
九

名
の
う
ち
、
一
次
合
格
者
を

七
十
九
名
と
し
、
次
の
二
次
選

抜
試
験
で
は
一
次
合
格
者
の
う

ち
七
十
四
名
が
受
験
し
、
平
成

二
十
九
年
一
月
二
十
五
日
に
最

終
合
格
者
二
十
名
の
発
表
を

行
っ
た
。
県
内
枠
は
五
名
あ
る

も
の
の
、
実
際
に
は
二
名
の
合

格
に
と
ど
ま
っ
た
。　

　

今
回
の
学
士
編
入
学
試
験
に

お
い
て
は
、
入
試
時
期
の
み
な

ら
ず
、
弘
前
大
学
入
学
試
験
改

革
の
一
環
と
し
て
選
抜
内
容
の

変
更
も
行
わ
れ
、
一
次
選
抜
に

お
い
て
⑴
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

（
外
部

試
験
）、⑵
基
礎
自
然
科
学
（
化

学
、
物
理
、
生
物
）
及
び
数
学

を
課
し
、
二
次
選
抜
に
お
い
て

⑶
面
接
⑷
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

実
施
さ
れ
た
。
二
次
選
抜 

の

面
接
以
外
は
、
す
べ
て
新
し
い

形
式
で
あ
る
。
こ
の
変
更
の
た

め
か
今
回
の
入
試
選
抜
の
志
願

者
は
百
五
名
（
県
内
枠
十
三
名

を
含
む
）
で
、
前
回
の
三
百
四

十
七
名
か
ら
三
分
の
一
未
満
に

激
減
と
な
っ
た
。
全
体
の
倍
率

も
同
様
に
昨
年
の
十
七
・
四
倍

か
ら
五
・
二
五
倍
に
低
下
し

た
。
内
訳
は
県
内
枠
二
・
六
倍

（
昨
年
度
七
倍
）、
一
般
枠
は

六
・
一
倍
（
昨
年
度
二
十
・
八

倍
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
と

出身学部別合格者数

　 文系 理工系 農学系 歯学系 薬学系 獣医系 医療系 その他
（海外等）

H25年度 3 8 1 0 4 0 2 2
H26年度 6 4 0 0 6 1 2 1
H27年度 4 8 3 1 4 0 0 0
H28年度 3 6 2 1 4 0 3 1
H29年度 5 8 1 0 0 0 3 3

男女別合格者数
　 男性 女性

H25年度 16 4
H26年度 18 2
H27年度 19 1
H28年度 18 2
H29年度 16 4

入学時年齢別合格者
　 22～25歳 26～30歳 31～35歳 35歳以上 平均年齢

H25年度 7 7 5 1 28.1
H26年度 7 11 1 1 27.3
H27年度 4 8 7 1 28.8
H28年度 4 4 9 3 31.3
H29年度 6 7 6 1 28.9

し
て
は
、
上
記
に
示
し
た
選
抜

内
容
の
変
更
が
、
特
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
は
、
海
外
で
の
大

学
入
学
、
特
に
英
語
圏
に
お
い

て
必
要
と
さ
れ
る
試
験
で
あ
る

が
、
日
本
国
内
で
は
、
そ
の
受

験
者
、
受
験
の
場
所
等
が
限
ら

れ
て
お
り
、
準
備
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
性
格

上
、
海
外
大
学
出
身
者
に
有
利

な
の
で
は
と
い
う
間
違
っ
た
印

象
を
与
え
た
可
能
性
も
あ
る
。

さ
ら
に
新
た
に
加
わ
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
し
て
も
、
全

く
情
報
が
な
く
、
受
験
者
側
か

ら
す
る
と
敬
遠
す
る
傾
向
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

合
格
者
内
訳
を
み
る
と
、
む

し
ろ
今
回
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
の
は
薬
学
系
出
身
の
合
格
者

が
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

要
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

薬
学
系
出
身
者
の
受
験
者
比
率

が
少
な
い
傾
向
は
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
今
後
と
も
学
士
入
学

者
二
十
名
は
、
医
学
部
に
お
い

て
は
最
大
の
人
数
で
あ
り
、
多

様
な
経
験
を
積
み
、
医
学
・
医

療
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
確
保

し
て
い
き
た
い
。

　

去
る
二
月
四
日
㈯
、
四
年

次
学
生
百
十
九
名
を
対
象
と

し
て
平
成
二
十
八
年
度
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
（O

bjective Structured 
Clinical Exam

ination

、
客
観

的
臨
床
能
力
試
験
）
が
、
附
属

病
院
外
来
棟
を
会
場
に
行
な
わ

れ
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
は
四
年
次

の
学
生
が
、
本

年
四
月
か
ら
医

療
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
診
療

参
加
型
臨
床
実

習
（
五
年
次
Ｂ

Ｓ
Ｌ
）
に
入
る

た
め
に
必
要
な

知
識
、
技
能
、

態
度
を
有
す
る

か
を
評
価
す
る

公
式
な
実
技
試

験
で
あ
り
、
全

国
の
す
べ
て
の

医
学
部
で
行
わ

れ
て
い
る
。
医

療
系
大
学
間
共

用
試
験
実
施
評

価
機
構
（
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｏ
）
が
作
成
し
た
い
く
つ
か

の
分
野
に
関
す
る
試
験
問
題
つ

い
て
、
学
生
が
試
験
官
で
あ
る

教
員
の
前
で
実
技
を
行
い
、
そ

の
習
熟
度
を
定
め
ら
れ
た
評
価

表
に
基
づ
い
て
評
価
が
行
わ
れ

る
。

　

今
回
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
具
体
的

な
実
施
内
容
は
、
医
療
面
接
、

頭
頸
部
診
察
、
胸
部
診
察
・

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
腹
部
診

察
、
神
経
診
察
、
基
本
的
臨
床

手
技
、
救
急
の
七
つ
の
分
野
に

つ
い
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼

ば
れ
る
模
擬
診
察
室
で
、
模
擬

患
者
（
一
部
は
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
）
に
対
し
、
学
生
が
面

接
、
診
察
、
手
技
を
行
い
、
こ

れ
を
教
員
が
評
価
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
今
年
度

は
救
急
を
除
く
六
つ
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
他
大
学
の
教
員

も
外
部
評
価
者
と
し
て
参
加
し

た
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｏ
か
ら
は
モ
ニ
タ
ー
と
呼
ば

れ
る
他
大
学
の
教
員
一
名
が
派

遣
さ
れ
、
本
学
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実

施
状
況
全
般
に
つ
い
て
評
価
を

頂
い
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
先
立
つ

三
週
間
（
一
月
十
六
日
～
二
月

三
日
）
は
、
臨
床
実
習
入
門
科

目
で
あ
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
準
備

で
も
あ
る
「Pre BSL

」
の
教

育
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
当

日
の
試
験
は
極
め
て
厳
正
に
行

わ
れ
、
病
欠
の
一
名
を
除
い
て

予
定
さ
れ
て
い
た
四
年
生
が
受

験
し
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
な
ら
び
に

Pre BSL

は
大
変
な
時
間
と
労

力
が
か
か
る
教
育
・
評
価
法
で

あ
り
、
総
勢
百
名
を
超
え
る
本

学
の
教
員
、
事
務
職
員
、
模
擬

患
者
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

学
生
諸
君
な
ど
多
く
の
方
々
の

献
身
的
な
ご
協
力
な
し
に
は
為

し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
ご
協
力
頂
い
た
関
係

各
位
に
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

第38回東北骨代謝・骨粗鬆症研究会にて
優秀発表賞を受賞して

大学院医学研究科二年　武　田　　　温
（現　小泊診療所勤務）

医
学
部
医
学
科
Ａ
Ｏ
及
び
学
士
編
入
学

（
第
二
年
次
）
試
験
を
終
え
て

医
学
科
入
試
専
門
委
員
長　

上　

野　

伸　

哉

平成2９年度

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実
施
状
況

平
成
28
年
度

総
合
診
療
医
学
講
座　

教
授　

加　

藤　

博　

之
OSCE当日の会場風景
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第21回　医学部学術賞
第19回　医学部附属病院診療奨励賞
第20回　医学部医学科国際化教育奨励賞
第35回　唐牛記念医学研究基金助成金

特 集

第
21
回
　
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

医
学
部
学
術
賞（
特
別
賞
）を

受
賞
し
て

心
臓
血
管
病
先
進
治
療
学
講
座　

准
教
授　

樋　

熊　

拓　

未

特 別 賞
　

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
弘
前

大
学
医
学
部
学
術
特
別
賞
に
選

出
頂
き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
選
考
に
関
係
さ
れ

た
皆
様
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
形

で
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
皆
様
に
、
ま
ず
は
心
よ
り

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
研
究

課
題
は
「
急
性
心
筋
梗
塞
の
予

後
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組

み
：
薬
物
療
法
、
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
、
そ
し
て
血
管
内
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
」
で
す
。
急
性
心
筋
梗

塞
治
療
の
原
則
は
、
閉
塞
し
た

冠
動
脈
の
血
流
を
、
経
皮
的
冠

動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
な
ど
に
よ
り
早
期

に
再
開
さ
せ
る
再
灌
流
療
法
で

す
。
弘
前
大
学
に
は
、
津
軽
地

域
か
ら
秋
田
県
県
北
の
急
性
心

筋
梗
塞
の
患
者
様
が
、
年
間
百

五
十

－

二
百
例
、
昼
夜
を
問
わ

ず
来
院
し
ま
す
が
、
我
々
の

チ
ー
ム
は
二
十
四
時
間
、
三
百

六
十
五
日
、
休
む
こ
と
な
く
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に

よ
る
再
灌
流
療
法
の
症
状
改
善

効
果
、
生
命
予
後
改
善
効
果
は

劇
的
で
す
が
、
と
き
に
奏
功
し

な
い
例
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
患
者
様
の
予
後
を
い
か

に
改
善
さ
せ
る
か
、
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
な
り
、
細
々
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
研
究
を
続
け
る
こ
と

で
、
薬
物
療
法
の
比
較
試
験
や

新
規
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る

予
後
予
測
の
結
果
を
論
文
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
十
年
以
上
前
か
ら

夢
で
あ
っ
た
急
性
心
筋
梗
塞
例

の
不
安
定
プ
ラ
ー
ク
の
画
像
診

断
（
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
）
の
研
究

に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
光
干
渉
断
層
法（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）

に
よ
る
研
究
は
、
海
外
の
研
究

者
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
と
の

共
同
研
究
を
開
始
す
る
運
び
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は

high im
pact journal

に
も
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
受
賞
で
そ
の
成
果
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
を
率
直
に
喜

ぶ
と
と
も
に
、
論
文
執
筆
の
過

程
で
と
り
わ
け
お
世
話
に
な
っ

た
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座
の

前
教
授
奥
村
謙
先
生
、
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院Ik-

K
yung Jang

先
生
、
同
僚
の

先
生
方
、
ま
た
推
薦
文
を
書
い

て
く
だ
さ
っ
た
医
学
研
究
科
長

の
若
林
孝
一
先
生
に
は
特
別
な

感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
臨

床
、
研
究
、
教
育
に
お
い
て
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
弘
前
大
学
医
学

部
学
術
賞
（
特
別
賞
）
を
受
賞

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

ご
指
導
い
た
だ
い
た
大
山
教

授
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
廣
田

教
授
を
は
じ
め
、
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
泌
尿
器
悪
性
腫
瘍
の
中

で
、
特
に
高
リ
ス
ク
前
立
腺

癌
・
筋
層
浸
潤
膀
胱
癌
を
中
心

に
診
療
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
両
疾
患
と
も
、
か
つ
て

は
手
術
時
間
が
長
い
こ
と
や
出

血
量
が
多
い
な
ど
、
侵
襲
の
非

常
に
高
い
治
療
で
し
た
。
腹
腔

鏡
手
術
の
登
場
に
よ
り
手
術
の

低
侵
襲
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
波
は
難
易
度
の

高
い
骨
盤
内
臓
器
手
術
に
も
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
皮

膚
切
開
を
臓
器
が
取
り
出
せ
る

長
さ
と
し
、
ま
た
腹
腔
鏡
で
よ

く
観
察
し
な
が
ら
手
術
を
行

う
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
マ
ム
創
手

術
を
、
ま
ず
前
立
腺
の
手
術
に

導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
15

　
cm
程
度
の
創
で
行
っ
て
き
た

も
の
を
、
最
終
的
に
６
cm
に
ま

で
短
く
し
ま
し
た
。
ま
た
大
山

教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、
手
術

手
技
を
画
一
化
・
簡
略
化
し
た

こ
と
で
、
手
術
時
間
も
三
時
間

か
ら
一
・
五
時
間
に
ま
で
短
縮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

様
に
膀
胱
全
摘
除
術
に
も
ミ
ニ

マ
ム
創
手
術
を
導
入
し
、
ま
た

尿
路
変
向
も
当
科
で
考
案
し
た

回
腸
新
膀
胱
（
弘
前
膀
胱
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
）
も
創
を

延
長
す
る
こ
と
な
く
施
行
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
伝
統
あ
る
弘
前
大

学
医
学
部
学
術
奨
励
賞
に
先
行

し
て
頂
き
大
変
光
栄
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
お
忙
し
い
中
論
文

を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
選
考
委

員
の
先
生
方
、
ま
た
ご
指
導
い

た
だ
い
た
奥
村
謙
名
誉
教
授
、

長
内
智
宏
教
授（
保
健
学
科
）、

富
田
泰
史
准
教
授
に
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
賞
は
「E

n
h

a
n

c
e

d 
p

122R
h

oG
A

P
/D

L
C

-1 
expression can be a cause 
of coronary spasm

」
と
い
う

論
文
に
対
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。
弘
前
大
学
循
環
器

腎
臓
内
科
学
講
座
で
は
冠
攣

縮
性
狭
心
症
の
病
態
解
明
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本

研
究
で
は
血
管
平
滑
筋
特
異

的
にp122R

hoG
A

P/D
LC

1

（D
LC1

） 

Ｄ
Ｌ
Ｃ
１
を
発
現
さ

せ
た
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

（
Ｔ
Ｇ
）
マ
ウ
ス
を
作
成
し
検

討
し
ま
し
た
。
心
電
図
変
化
、

ラ
ン
ゲ
ン
ド
ル
フ
灌
流
心
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
の
三
つ
の
手
法

に
よ
り
、
Ｔ
Ｇ
で
は
エ
ル
ゴ
メ

ト
リ
ン
刺
激
に
よ
り
冠
攣
縮
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
本
研
究
か
ら

Ｄ
Ｌ
Ｃ
１
の
発
現
亢
進
が
冠
攣

縮
の
原
因
に
な
り
う
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
論
文
は
大
学
院
の
学
位
論

文
に
あ
た
り
ま
す
が
、
私
は
臨

床
か
ら
離
れ
大
学
院
で
実
験
を

す
る
こ
と
に
不
安
や
戸
惑
い
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
卒
業
し

て
か
ら
臨
床
に
あ
た
る
と
冠
攣

縮
の
多
彩
な
病
態
に
驚
か
さ
れ

て
お
り
、
大
学
院
で
の
生
活
も

自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回
こ

の
よ
う
な
賞
を
頂
き
形
（
論

文
）
に
し
て
残
す
こ
と
の
大
切

さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
受

賞
を
励
み
に
し
て
今
後
も
臨

床
、
研
究
に
研
鑽
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
両
疾
患
と
も
手
術

単
独
で
の
治
療
に
は
限
界
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
患
者
を

疲
弊
さ
せ
る
こ
と
な
く
治
療
効

果
の
高
い
レ
ジ
メ
ン
を
開
発

し
、
施
行
し
て
き
ま
し
た
。
高

リ
ス
ク
前
立
腺
癌
の
非
再
発
率

は
五
〇
％
か
ら
八
五
％
に
、
筋

層
浸
潤
膀
胱
癌
の
五
年
生
存
率

も
六
〇
％
か
ら
九
〇
％
と
大
幅

に
改
善
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の

予
後
を
、
術
前
に
正
確
に
予
測

す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
そ

こ
で
廣
田
教
授
の
ご
協
力
の
も

と
。
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
に

着
目
し
予
後
を
検
討
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

泌
尿
器
癌
の
予
後
と
相
関
す
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
癌
の
転
移
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
未
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、

こ
れ
か
ら
も
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
19
回
　
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

診
療
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

歯
科
口
腔
外
科　

講
師　

久
保
田　

耕　

世 

他

診療技術賞
　

こ
の
度
は
診
療
奨
励
賞
を
頂

戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
病
院
長
先
生
な
ら

び
に
選
考
委
員
の
先
生
方
、
関

係
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
に
お

い
て
は
悪
性
腫
瘍
に
よ
る
死
亡

者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
死

亡
原
因
の
三
分
の
一
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
罹
患
率

の
増
加
に
は
高
齢
者
社
会
と
が

医
学
部
学
術
賞（
特
別
賞
）を

受
賞
し
て

泌
尿
器
科
学
講
座　

准
教
授　

古　

家　

琢　

也

特 別 賞

医
学
部
学
術
賞（
奨
励
賞
）を

受
賞
し
て

青
森
県
立
中
央
病
院　

循
環
器
科　

金　

城　

貴　

彦

奨 励 賞

右から樋熊拓未准教授、古家琢也准教授、王汝南先生、金城貴彦先生

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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ん
の
診
断
・
治
療
技
術
の
向
上

に
よ
る
生
存
率
の
改
善
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
効
な
治
療
法
が
増
え
て
い
る

一
方
、
様
々
な
有
害
事
象
が
出

現
す
る
こ
と
か
ら
、
治
療
完
遂

す
る
こ
と
に
よ
る
治
療
効
果
に

加
え
、
治
療
中
・
治
療
後
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
維
持
す
る
た
め
に
も
支

持
療
法
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
多
職
種
チ
ー
ム
医
療

が
必
須
で
す
。
が
ん
治
療
患
者

に
対
す
る
歯
科
的
支
持
療
法
と

し
て
の
歯
科
医
療
従
事
者
が
提

供
す
る
口
腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療

の
重
要
性
が
現
在
周
知
さ
れ
、

そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
「
周

術
期
口
腔
機
能
管
理
」
と
し
て

が
ん
患
者
の
口
腔
ケ
ア
・
医
科

歯
科
連
携
が
保
険
収
載
さ
れ
ま

し
た
。

　

歯
科
口
腔
外
科
で
は
二
〇
一

〇
年
よ
り
臨
床
研
究
と
し
て
口

腔
ケ
ア
を
開
始
し
、
保
険
収
載

後
の
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
附

属
病
院
各
科
の
周
術
期
口
腔
機

能
管
理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

当
院
加
療
予
定
の
が
ん
治
療
予

定
患
者
は
当
科
外
来
に
受
診
し

て
頂
き
、
入
院
前
か
ら
入
院

中
、
退
院
ま
で
当
科
外
来
・
各

科
病
棟
で
専
門
的
口
腔
ケ
ア
を

定
期
的
に
施
行
し
て
い
ま
す
。

が
ん
治
療
中
の
口
腔
衛
生
状
態

を
良
好
に
保
ち
、
口
腔
合
併
症

の
み
な
ら
ず
誤
嚥
性
肺
炎
や
人

工
呼
吸
器
関
連
肺
炎
・
術
後
創

不
全
等
の
合
併
症
を
軽
減
し
、

が
ん
治
療
の
完
遂
に
寄
与
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

院
内
の
方
々
に
も
重
要
性
・

必
要
性
を
御
理
解
頂
い
て
お

　

こ
の
度
は
平
成
二
十
八
年
度

医
学
部
附
属
病
院
診
療
技
術
賞

に
選
考
し
て
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

受
賞
の
対
象
で
あ
る
希
釈
式

自
己
血
輸
血
（
Ｈ
Ａ
Ｔ
）
が
当

院
に
お
い
て
盛
ん
に
実
施
さ
れ

始
め
た
の
は
一
九
八
九
年
か
ら

で
あ
り
、
松
木
明
知
教
授
（
当

時
）
の
〝
輸
血
を
す
る
と
術
後

患
者
の
免
疫
能
が
低
下
し
、
と

く
に
が
ん
患
者
で
は
癌
が
再
発

し
や
く
な
る
〟
い
う
未
発
表
の

デ
ー
タ
を
基
に
〝
が
ん
の
患
者

で
は
輸
血
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘

る
〟
管
理
が
麻
酔
科
全
体
で
徹

底
さ
れ
実
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
の
自
己
血
を
利

用
す
る
方
法
は
他
に
も
貯
血
式

や
回
収
式
自
己
血
輸
血
が
あ
り

ま
す
が
、
前
者
は
事
前
の
採
血

が
煩
雑
で
大
規
模
な
運
用
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
、
後
者
は
悪
性

腫
瘍
手
術
で
は
も
ち
ろ
ん
禁
忌

で
あ
り
、
結
果
的
に
Ｈ
Ａ
Ｔ
が

そ
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
Ｈ
Ａ
Ｔ
は
赤
血
球
補
充
だ

け
で
な
く
血
小
板
や
凝
固
機
能

が
維
持
さ
れ
た
〝
準
新
鮮
血
〟

で
も
あ
り
ま
す
。
当
時
、
全
国

に
先
駆
け
て
始
め
た
全
静
脈
麻

酔
と
共
に
徐
々
に
各
診
療
科
に

浸
透
し
、
近
年
で
は
第
一
、
二

外
科
、産
婦
人
科
、泌
尿
器
科
、

整
形
外
科
な
ど
を
中
心
に
年
間

四
百
例
前
後
の
施
行
数
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
近
年
の
実
績
で

は
、
出
血
量
2000
ｇ
以
下
の
症
例

で
は
九
九
％
、
2000-

3000
ｇ
で
も

四
〇
％
も
の
患
者
で
同
種
血
輸

血
が
回
避
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

弘
大
麻
酔
科
に
よ
る
、
周
術
期

医
療
の
一
環
と
し
て
の
が
ん
治

療
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
（
攻

め
の
麻
酔
）
と
し
て
誇
ら
し
い

歴
史
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
希
釈
式
自
己
血
輸
血
技

術
が
初
め
て
保
険
収
載
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
Ｈ
Ａ
Ｔ
の
運
用
に
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
如
く
中
心
的
に
取

り
組
み
、
業
績
デ
ー
タ
を
ま
と

め
て
学
会
発
表
（
第
三
十
一
回

日
本
臨
床
麻
酔
学
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
）
を
継
続
し
た
橋
本

浩
先
生
（
現
大
舘
市
立
病
院
副

院
長
）
や
玉
井
佳
子
診
療
教
授

以
下
輸
血
部
ス
タ
ッ
フ
の
ご
尽

力
の
賜
物
で
す
。
ま
た
玉
井
先

生
は
自
己
血
輸
血
学
会
へ
の
働

き
か
け
の
強
力
な
窓
口
で
あ

り
、
先
生
の
存
在
な
し
に
今
回

の
保
険
収
載
は
な
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
受
賞
グ

ル
ー
プ
の
一
員
で
す
が
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
が
ん

患
者
の
予
後
改
善
に
か
か
わ
る

積
極
的
な
治
療
法
の
更
な
る
改

診
療
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

脊
椎
麻
酔
下
で
帝
王
切
開
術
を
受
け
る

患
者
様
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

附
属
病
院　

手
術
部　

看
護
師
長　

舘　

山　

比
佐
子

心のふれあい賞
　

こ
の
度
は
弘
前
大
学
医
学
部

附
属
病
院
診
療
奨
励
賞
の
心
の

ふ
れ
あ
い
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
考

委
員
会
の
諸
先
生
方
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
授
賞
題
名
は
「
脊
椎

麻
酔
下
で
帝
王
切
開
手
術
を
受

け
る
患
者
様
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
」
で
す
。

　

手
術
部
で
は
全
身
麻
酔
と
麻

酔
科
管
理
の
脊
椎
麻
酔
を
受
け

る
患
者
を
対
象
に
手
術
前
日
、

術
前
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
術
前
訪
問
は
、
手
術
を
安

全
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
収
集
・
提
供
し
、
患
者

の
不
安
軽
減
を
図
る
こ
と
、
手

術
前
に
身
体
的
・
精
神
的
準
備

が
で
き
る
た
め
に
援
助
す
る
こ

と
で
す
。
患
者
と
対
面
し
て
患

者
個
々
の
情
報
を
収
集
す
る
こ

第
20
回
　
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞

弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

国
際
化
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講
座　

助
教　

木　

村　

大　

輔

　

こ
の
度
、
弘
前
大
学
医
学
部

医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞
を

受
賞
し
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
賞
へ
の
応
募
を
薦
め
て
く

だ
さ
っ
た
福
田
幾
夫
教
授
、
ま

た
選
考
委
員
の
先
生
方
に
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

診
療
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

希
釈
式
自
己
血
輸
血
の
積
極
的
運
用
の
取
り
組
み

-

三
十
年
間
の
実
績
と
二
〇
一
六
年
度

�

診
療
報
酬
保
険
収
載
を
踏
ま
え
て-

附
属
病
院　

手
術
部　

准
教
授　

北　

山　

眞　

任 

他

診療技術賞

診療技術賞を受賞した久保田耕世講師（真ん中）と歯科口腔外科のスタッフの皆さん

り
、
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
新

患
数
は
増
加
し
、
二
〇
一
六
年

は
年
間
二
百
五
十
名
と
な
り
ま

し
た
。
本
奨
励
賞
に
受
賞
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
事
で
、
院
内
に

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
重
要

性
・
必
要
性
を
さ
ら
に
広
め
、

当
院
入
院
中
が
ん
患
者
の
治
療

中
・
治
療
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

善
や
安
全
性
の
向
上
に
取
り
組

む
所
存
で
す
の
で
、
今
後
共
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

と
に
よ
り
個
別
的
心
身
の
状
態

を
明
ら
か
に
し
、
術
中
・
術
後

計
画
を
立
案
し
ケ
ア
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

患
者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
手

術
に
臨
む
準
備
を
形
成
す
る
場

に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
在
院
日
数
短
縮
の
重

要
性
は
報
告
さ
れ
て
お
り
、
当

院
で
も
全
身
麻
酔
以
外
（
脊
椎

麻
酔
、
局
所
麻
酔
等
）
の
手
術

件
数
の
占
め
る
割
合
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
六

年
度
：
二
六
・
四
％
、
平
成
二

十
七
年
度
：
二
七
・
九
％
、
平

成
二
十
八
年
度
は
十
二
月
末
ま

で
二
九
・
二
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
医
療
の
高
度
化

に
よ
り
低
侵
襲
手
術
が
可
能
と

な
り
、
入
院
期
間
の
短
縮
と
共

に
局
所
麻
酔
手
術
は
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
当
院
で
は

全
身
麻
酔
を
受
け
る
患
者
を
対

象
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

術
前
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
患
者
に
と
っ
て
は
全
身
麻

酔
・
局
所
麻
酔
に
関
わ
ら
ず
心

身
と
も
に
ス
ト
レ
ス
と
な
る
た

め
局
所
麻
酔
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

当
院
の
帝
王
切
開
手
術
の
麻

酔
管
理
は
、
平
成
二
十
五
年
一

月
以
降
、
全
身
麻
酔
か
ら
脊
椎

麻
酔
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
妊
婦
は
自
然
分
娩
・
帝

王
切
開
手
術
に
関
わ
ら
ず
不
安

を
抱
い
て
お
り
、
意
識
の
あ
る

脊
椎
麻
酔
で
の
帝
王
切
開
手
術

で
は
さ
ら
に
不
安
が
大
き
い
と

考
え
「
不
安
の
軽
減
」
を
目
標

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
術
前
訪
問
時
に

患
者
が
知
り
た
い
こ
と
、
不
安

な
こ
と
を
中
心
に
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
、
手
術
の
流
れ
に

沿
っ
て
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
使

用
し
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
使
用
後
の
聞
き
取

り
調
査
で
は
「
不
安
が
軽
減
で

き
た
」「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
概
ね
目
標
を
達
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
改
善
を

加
え
、
ま
た
帝
王
切
開
手
術
以

外
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
も
視

野
に
入
れ
て
患
者
に
寄
り
添
え

る
看
護
を
提
供
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
に
際
し
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
袴
田
健
一
教

授
、
北
山
眞
任
准
教
授
、
な
ら

び
に
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

賞
を
励
み
と
し
、
ス
タ
ッ
フ
一

丸
と
な
り
、
よ
り
一
層
安
全
・

安
心
な
手
術
看
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

診療技術賞を受賞された北山眞任准教授（右から２番目）と
こころのふれあい賞を受賞した手術部のスタッフの皆さん

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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第
35
回
　
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

第
３５
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ａ
）を
受
賞
し
て

呼
吸
器
内
科
学
講
座　

教
授　

田　

坂　

定　

智

助成金Ａ
　

こ
の
た
び
は
第
三
十
五
回
唐

牛
医
学
研
究
基
金
研
究
助
成
の

助
成
金
Ａ
を
賜
り
、
選
考
委
員

お
よ
び
関
係
す
る
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
私

が
助
成
公
募
に
あ
た
っ
て
申
請

い
た
し
ま
し
た
研
究
課
題
の
内

容
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
研
究
テ
ー
マ
は
「
肺
非
小
細

胞
癌
に
対
す
る
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の
有
効
性
・

安
全
性
の
予
測
因
子
に
関
す
る

研
究
」
で
す
。
肺
癌
は
が
ん
部

位
別
死
亡
数
の
第
一
位
を
占

め
、
そ
の
罹
患
者
数
は
さ
ら
に

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
分
子
標
的
薬
や
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
療
法

の
登
場
な
ど
に
よ
り
、
肺
癌
患

者
の
生
存
率
は
少
し
ず
つ
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
療
法

は
、
本
来
Ｔ
細
胞
に
よ
る
自
己

へ
の
不
適
切
な
免
疫
反
応
や
過

剰
な
炎
症
反
応
を
制
御
す
る
免

　

こ
の
度
は
第
三
十
五
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
（
助
成
金

Ａ
）
を
賜
り
、
関
係
者
の
皆
様

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

頂
い
た
研
究
費
を
有
効
に
活
用

し
、
研
究
成
果
に
還
元
で
き
る

様
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

今
回
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
研
究
テ
ー
マ
は
「
慢
性
炎

症
疾
患
治
療
へ
の
応
用
を
目
指

し
た
脂
肪
組
織
由
来
間
葉
系
幹

細
胞
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
エ
キ
ソ
ソ
ー

ム
の
機
能
解
析
と
改
変
」
で

す
。
慢
性
炎
症
は
、
糖
尿
病
を

は
じ
め
と
す
る
成
人
病
、
特
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
発
癌
、
自
己
免
疫
疾
患
等
、

様
々
な
病
態
に
関
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
近
年
、
間
葉
系
幹
細
胞

が
免
疫
調
節
活
性
に
よ
り
慢
性

炎
症
を
抑
制
す
る
こ
と
が
国
内

外
で
報
告
さ
れ
、
そ
の
治
療
効

果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
々
は
特
に
脂
肪
組
織
由
来
間

葉
系
幹
細
胞
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
に
注

目
し
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
病

態
モ
デ
ル
を
用
い
て
免
疫
調
節

効
果
に
つ
な
が
る
結
果
を
得
て

き
ま
し
た
。
そ
の
免
疫
調
節
効

果
の
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
し

て
、
エ
キ
ソ
ソ
ー
ム
に
着
目
し

て
お
り
ま
す
。
エ
キ
ソ
ソ
ー
ム

は
タ
ン
パ
ク
質
性
因
子
、

m
iRN

A

等
が
脂
質
膜
に
パ
ッ

ケ
ー
ジ
さ
れ
た
直
径
50-

100 

nm
程
の
安
定
な
小
胞
構
造
で
、

細
胞
外
に
放
出
さ
れ
、
生
理
機

能
や
病
態
の
細
胞
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
与
る
こ
と
が
近

年
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
国
内
外
の
研
究
を
見
渡
し

て
み
る
と
骨
髄
由
来
間
葉
系
幹

細
胞
に
よ
る
エ
キ
ソ
ソ
ー
ム
を

通
し
た
免
疫
調
節
活
性
が
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詳
細
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
本
研
究
で
は
、
Ａ

Ｓ
Ｃ
の
エ
キ
ソ
ソ
ー
ム
に
つ
い

て
免
疫
調
節
に
関
連
す
る

m
iRN

A

と
タ
ン
パ
ク
質
性
因

子
、
お
よ
びin vitro
、in vivo 

に
お
け
る
分
子
基
盤
を
明
ら
か

に
し
た
後
、
マ
ウ
ス
肝
炎
モ
デ

ル
と
糖
尿
病
モ
デ
ル
を
用
い
て

治
療
効
果
を
検
証
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
に
対
す
る

遺
伝
子
組
換
え
に
よ
り
、
免
疫

　

こ
の
度
唐
牛
記
念
医
学
研
究

基
金
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き
、
大

変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

研
究
内
容
は
く
も
膜
下
出
血
後

の
脳
血
管
攣
縮
と
い
う
重
篤
な

合
併
症
に
関
す
る
も
の
で
す
。

酸
化
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と
そ
の
受
容
体

LO
X

-1

が
動
脈
硬
化
発
展
に
関

係
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
以
前
私
は
脳
血
管
攣
縮

と
酸
化
Ｌ
Ｄ
Ｌ
、LO

X
-1

と
の

関
係
を
示
し
た
初
め
て
の
報
告

を
学
位
論
文
と
し
て
発
表
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
発
展

内
容
で
、
そ
の
酸
化
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の

起
源
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
予

防
法
開
発
へ
と
繋
げ
る
目
的
の

実
験
で
す
。
脳
血
管
攣
縮
を
予

防
す
る
こ
と
で
、
く
も
膜
下
出

血
患
者
の
厳
し
い
予
後
は
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に

有
意
義
な
研
究
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
助
成
金

を
受
賞
で
き
た
の
は
、
多
く
の

方
々
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お

陰
で
あ
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。

　

青
森
山
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
選
手
権
優
勝
や
、
青
森
出
身

の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
柴
崎
岳
選
手
の

活
躍
、
黒
石
市
出
身
ゆ
る
キ
ャ

ラ
に
ゃ
ん
ご
す
た
ー
の
全
国
的

活
躍
と
、
昨
今
青
森
県
が
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
研
究
で

継
続
で
き
た
こ
と
を
後
輩
、
未

来
へ
継
承
す
べ
く
、
一
歩
ず
つ

歩
ん
で
行
け
る
よ
う
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

私
は
卒
後
十
八
年
目
と
な

り
、
呼
吸
器
外
科
専
門
医
と
し

て
日
々
の
診
療
に
従
事
し
て
お

り
ま
す
が
、
学
生
へ
の
教
育
を

十
分
に
行
え
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
度
々

あ
り
ま
し
た
。
私
が
視
察
す
る

予
定
の
施
設
は
ド
イ
ツ
に
あ
る

U
niversity of F

reiburg

の

D
epartm

ent of vascular and 
thoracic surgery

で
す
。

K
linikum

 K
arlsruhe 

のProf. 
D

r. M
artin Storck

は
当
講
座

福
田
幾
夫
教
授
と
親
し
く
、
さ

ら
にProf. D

r. M
artin

の
紹

介
で
ド
イ
ツ
に
お
け
るhigh 

volum
e center

の
一
つ
で
あ
る
、

U
niversity of H

eidelberg, 
T

horaxklinik R
ohrbach

の

Prof. D
r. H

. D
ienem

ann

の

元
で
も
施
設
見
学
を
行
い
、
実

際
に
ど
の
よ
う
に
医
学
教
育
が

行
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
学
生

が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ま
た
成

長
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
視

察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

呼
吸
器
外
科
診
療
の
現
状
に

つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
、
青
森
県
の
呼
吸
器
外

科
医
は
少
な
く
、
当
講
座
に
は

三
名
、
青
森
県
内
で
も
二
〇
一

七
年
一
月
現
在
で
八
名
し
か
お

り
ま
せ
ん
。
手
術
を
必
要
と
す

る
肺
癌
の
患
者
さ
ん
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
ぜ
ひ
、
若
手
呼

吸
器
外
科
医
の
育
成
が
必
要
な

と
こ
ろ
で
す
。
青
森
県
で
呼
吸

器
外
科
を
志
す
学
生
が
増
え
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ

い
て
も
視
察
を
通
じ
て
課
題
点

を
抽
出
し
、
今
後
に
活
か
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

国際化教育奨励賞を受賞した木村大輔助教

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
機
構
を

利
用
し
て
腫
瘍
細
胞
が
免
疫
を

回
避
す
る
こ
と
を
阻
害
す
る
治

療
法
で
す
。
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
機
構
の
代
表
的
な
も
の

と
し
てPD

-1

（Program
m

ed 
death 1

）/P
D

-1

リ
ガ
ン
ド

（PD
-L1

）
経
路
が
知
ら
れ
て

お
り
、
抗PD

-1

抗
体
や
抗

PD
-L1

抗
体
と
い
っ
た
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
が

臨
床
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬

は
、
一
部
の
患
者
で
長
期
生
存

が
得
ら
れ
る
一
方
、
劇
症
１
型

糖
尿
病
や
間
質
性
肺
炎
な
ど
の

重
篤
な
副
作
用
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
高
額
な
薬
価
か

ら
医
療
保
険
財
政
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

背
景
と
し
て
、
多
く
の
分
子
標

的
薬
が
特
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
遺

伝
子
を
有
す
る
症
例
で
有
効
性

が
高
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
で
は
有
効
性

の
高
い
患
者
集
団
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て

多
く
の
患
者
に
投
与
さ
れ
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

本
研
究
で
は
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の
治
療
効
果

や
副
作
用
発
現
の
予
測
因
子
を

明
ら
か
に
し
、
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
従
来
薬
剤
感
受

性
に
つ
い
て
は
癌
細
胞
そ
の
も

の
の
解
析
が
中
心
で
し
た
が
、

制
御
性
Ｔ
細
胞
（T

reg

）
な

ど
免
疫
抑
制
機
能
を
持
つ
細
胞

の
誘
導
に
よ
っ
て
免
疫
寛
容
が

生
じ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
腫
瘍
周
囲
浸
潤
リ
ン

パ
球
の
細
胞
表
面
マ
ー
カ
ー
な

ど
の
検
討
も
行
い
、
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
療
法
の
効

果
や
副
作
用
発
現
の
予
測
因
子

と
し
て
の
有
用
性
を
明
ら
か
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
医
学

の
発
展
に
寄
与
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第
３５
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ａ
）を
受
賞
し
て

感
染
生
体
防
御
学
講
座　

講
師　

浅
野　

ク
リ
ス
ナ

助成金Ａ

第
３５
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

脳
神
経
外
科　

助
教　

松　

田　

尚　

也

助成金Ｂ

調
節
能
を
増
強
し
た
エ
キ
ソ

ソ
ー
ム
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
新
し
い
慢
性
炎
症

性
疾
患
の
制
御
法
の
確
立
、
並

び
に
自
己
細
胞
を
用
い
た
安
全

性
の
高
い
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
医

療
へ
の
応
用
に
つ
な
が
る
成
果

を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
、
日
々
ご
指
導
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
感
染
生
体

防
御
学
講
座 

中
根
明
夫
教
授
、

並
び
に
教
室
員
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
第
三
十
五
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
（
助
成
金

Ｂ
）
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
選
考
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生

方
な
ら
び
に
関
係
者
、
そ
し
て

み
ち
の
く
銀
行
様
に
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
助
成
に
申
請
し
た
研

究
課
題
で
あ
る
「
骨
粗
鬆
症
治

療
薬
の
開
発
を
目
指
し
た
骨
吸

収
に
お
け
る
グ
リ
コ
サ
ミ
ノ
グ

リ
カ
ン
の
新
た
な
機
能
の
解

明
」
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
は
骨
分
解
に
お

け
る
グ
リ
コ
サ
ミ
ノ
グ
リ
カ

ン
（
Ｇ
Ａ
Ｇ
）
の
役
割
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
Ｇ
Ａ
Ｇ
と

コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
の
相
互
作
用
に

焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
そ
の
中

で
Ｇ
Ａ
Ｇ
が
コ
ラ
ー
ゲ
ン
線
維

の
酸
変
性
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
コ

ラ
ー
ゲ
ン
分
解
を
抑
え
る
働
き

を
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｇ
に
は
骨

の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
分
解
を
制
御
す

る
役
割
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

骨のカテプシンＫによるコラーゲン
線維分解におけるGAGの役割
酸性微小環境において骨の無機質は
脱灰されるが、そのときコラーゲ
ン線維はGAGを結合して耐酸性コ
ラーゲン線維を形成する。これによ
りカテプシンKによる分解が抑えら
れる。pHの上昇に伴いコラーゲン
とGAGの結合は解離してコラーゲ
ンは分解される。

第
３５
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）を
受
賞
し
て

糖
鎖
工
学
講
座　

助
教　

多
田
羅　

洋　

太

助成金Ｂ

　

こ
の
研
究
に
よ
り
得
ら
れ
た

知
見
を
も
と
に
、
Ｇ
Ａ
Ｇ
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
た
な

骨
粗
鬆
症
治
療
薬
の
開
発
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
骨
分
解
に

お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｇ
の
機
能
を
解

明
す
る
た
め
に
研
究
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
助
成
を

励
み
と
し
て
、
医
学
の
さ
ら

な
る
発
展
の
た
め
に
研
究
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
度
は
第
三
十
五
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
を
賜
り
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
み
ち

の
く
銀
行
関
係
者
の
皆
様
、
選

考
委
員
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
私
が
申
請
し
た
研
究

テ
ー
マ
は
、「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（ 

Ｈ
Ｐ
Ｖ 

）
の

表
皮
内
感
染
と
そ
の
発
癌
性
に

つ
い
て
」
と
い
う
も
の
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
子
宮
頸
癌
の
原
因
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
百
五
十
種
類
以

上
の
遺
伝
子
型
が
同
定
さ
れ
て

お
り
、
遺
伝
子
型
の
違
い
に
よ

第
３５
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

皮
膚
科　

助
教　

滝　

吉　

典　

子

助成金Ｂ

り
感
染
部
位
親
和
性
や
、
発
症

す
る
腫
瘍
の
悪
性
度
が
異
な
り

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
子
宮
頚
癌
の

み
な
ら
ず
、
外
陰
癌
や
陰
茎
癌

な
ど
の
陰
部
悪
性
腫
瘍
で
も
高

率
に
検
出
さ
れ
、
頻
度
は
高
く

な
い
も
の
の
皮
膚
悪
性
腫
瘍
の

ひ
と
つ
で
あ
る
爪
部
や
外
陰
部

の
ボ
ー
エ
ン
病
に
お
い
て
、
子

宮
頚
癌
と
同
様
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
が

検
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

我
々
は
、
ボ
ー
エ
ン
病
や
有
棘

細
胞
癌
の
発
生
部
位
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
出
の
有
無
、
遺
伝
子
型
を
集

計
し
、
当
施
設
に
お
け
る
傾
向

を
解
析
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
遺
伝
子
型
と
組
織

学
的
分
化
度
の
関
連
性
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
遺
伝
子

型
と
腫
瘍
の
悪
性
度
と
の
関
連

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
解
析
に
よ
り
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
と
皮
膚
悪
性
腫
瘍

の
発
癌
機
序
の
解
明
の
手
掛
か

り
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
研
究
は
皮
膚
科

学
講
座
の
先
生
方
や
実
験
助
手

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
に
行
っ

て
お
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
賞
を

励
み
に
さ
ら
に
研
究
に
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
三
村
申
吾
青
森
県
知

事
と
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

学
生
と
の
懇
談
会
は
年
二
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
春
は
新
入
生

を
対
象
に
、
秋
は
五
年
生
を
対

医
学
部
五
年
生
と

 

県
知
事
と
の
懇
談
会

学
務
委
員
長　

鬼　

島　
　
　

宏

象
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
懇

談
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平

成
十
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
後
、
十
二
年
に
わ
た
り
連
続

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
平
成
二
十
九
年
一
月

二
十
六
日
に
医
学
部
基
礎

大
講
堂
で
、
医
学
科
五
年

生
全
員
が
出
席
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
県
側
か
ら

は
三
村
知
事
に
加
え
、
一

戸
和
成
健
康
福
祉
部
長
、

山
中
朋
子
医
師
確
保
対
策

監
、
小
川
克
弘
良
医
育
成

支
援
特
別
顧
問
ら
が
出
席

し
、
佐
藤
学
長
・
若
林
医

学
部
長
の
列
席
の
も
と
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
知
事
か

ら
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
「『
良
医
』
を
育
む
地

域
・
青
森
へ
」に
基
づ
き
、

健
や
か
で
温
か
い
「
あ
お

も
り
」
を
築
く
た
め
に
、

さ
ら
に
は
青
森
県
の
医
療

の
未
来
に
明
る
い
展
望
を

持
つ
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、

⑴
優
れ
た
医
育
環
境
（
医
師
が

学
ぶ
環
境
）
を
整
え
る
、
⑵
意

欲
が
わ
く
環
境
（
医
師
が
働
く

環
境
）
を
整
え
る
、
⑶
仕
組
み

を
整
え
る
（
医
師
が
学
び
、
働

く
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

県
・
市
町
村
・
大
学
が
そ
れ
ぞ

れ
連
携
と
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
、
と
い

う
三
本
柱
か
ら
な
っ
て
い
る
と

力
説
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
医
師
修
学
資
金
に
よ
る
支

援
、
女
性
医
師
の
定
着
や
職
場

復
帰
支
援
、
研
修
医
や
指
導
医

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
な
ど
が
そ
れ
に
含
ま

れ
ま
す
。
知
事
の
講
演
の
後
は
、

県
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、
学
生

と
の
活
発
な
意
見
交
換
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
談

会
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
青
森
県
か
ら
の
寄
附

講
座
と
し
て
総
合
地
域
医
療
推

進
学
講
座
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
平
成
二
十
七
年
度
に
は
附

属
病
院
敷
地
内
に
女
性
医
師
職

場
復
帰
支
援
施
設
が
完
成
す
る

な
ど
、
県
と
大
学
と
の
連
携
も

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
青

森
県
の
医
療
の
未
来
に
明
る
い

展
望
を
持
つ
た
め
に
は
、
弘
前

大
学
医
学
部
を
中
心
と
す
る
循

環
型
医
師
育
成
の
中
で
、
多
く

の
卒
業
生
が
青
森
県
に
定
着

し
、
大
学
が
担
う
教
育
・
研
究

機
能
を
充
実
し
て
ゆ
く
こ
と
も

肝
要
で
す
。

左から　三村申吾知事、一戸和成健康福祉部長、
　　　　山中朋子医師確保対策監、小川克弘良医育成支援特別顧問

会場の様子

　

今
回
は
歴
史
街
道
に
ま
つ
わ
る

温
泉
を
巡
り
ま
し
ょ
う
。
文
化
庁

「
歴
史
の
道
百
選
」
に
も
選
定
さ

れ
て
い
る
奥
州
街
道
・
羽
州
街
道

は
、青
森
県
を
縦
断
し
て
い
ま
す
。

両
街
道
か
ら
は
県
内
の
交
通
に
重

要
な
街
道
が
枝
分
か
れ
し
て
、
現

在
も
歴
史
の
趣
を
残
し
て
い
る
場

所
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
黒

石
・
山
形
街
道
は
、
弘
前
か
ら
田

舎
館
・
黒
石
を
経
て
切
明
（
平
川

市
）
を
結
ぶ
道
で
あ
り
、
街
道
前

半
は
県
道
二
六
八
号
（
旧
国
道
一

〇
二
号
）、
後
半
は
国
道
一
〇
二

号
に
相
当
し
ま
す
（
写
真
：
田
舎

館
村
役
場
脇
の
碑
）。
現
在
は
黒

石
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
旧
山

形
村
の
名
称
を
冠
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
当
時
の
山
形
村
の
重
要

性
が
伺
え
ま
す
。
黒
石
温
泉
郷
十

湯
の
多
く
は
、
黒
石
・
山
形
街
道

近
辺
の
山
形
村
に
あ
り
（
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
第
七
十
一
・
七
十
二

号
青
森
あ
ず
ま
し
温
泉
紀
行
）、

歴
史
街
道
に
相
応
し
い
風
情
を

保
っ
て
い
ま
す
。

　

追
子
野
木
久
米
温
泉
（
第
四
十

六
湯
：
黒
石
市
追
子
野
木
：
十
八

時
半
時
迄
）
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
72 

ｈ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
で
全
国

放
映
さ
れ
、
厳
冬
時
も
入
湯
者
が

後
を
絶
た
な
い
と
話
題
と
な
っ
た

温
泉
で
す
（
平
成
二
十
八
年
三
月

四
日
放
映
）。
事
実
上
、
利
用
者

追
子
野
木
久
米
温
泉

長
寿
温
泉
（
黒
石
）

大
河
原
温
泉

落
合
温
泉

板
留
温
泉

⑫
鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

が
自
主
管
理
し
て
お
り
、
挨
拶
を

し
て
料
金
箱
へ
入
湯
料
百
円
を
投

入
、
ゴ
ミ
は
す
べ
て
持
ち
帰
る
な

ど
を
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
温
泉
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
カ
リ
性

単
純
温
泉
単
純
温
泉
の
湯
は
、
最

高
の
一
言
で
す
。
訪
れ
る
方
は
、

入
浴
ル
ー
ル
厳
守
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

長
寿
温
泉
（
西
十
和
田
温
泉
：

第
四
十
七
湯
：
黒
石
市
下
山
形
：

二
十
一
時
迄
）
は
、
国
道
一
〇
二

号
旧
道
脇
で
、
温
湯
温
泉
の
少
し

手
前
で
す
。
温
湯
と
は
泉
質
が
異

な
る
単
純
温
泉
で
、
や
や
熱
め
で

薄
黄
色
透
明
の
湯
が
た
っ
ぷ
り
と

か
け
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
河
原
温
泉
（
萢
森
温
泉
：
第

四
十
八
湯
：
黒
石
市
大
河
原
：
二

十
一
時
迄
）
は
、
国
道
三
九
四
号

沿
い
に
あ
り
、
黒
石
市
共
同
浴
場

の
一
つ
で
す
（
そ
の
他
は
温
湯
・

落
合
）。
熱
め
の
ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
で
、
体
が
締
ま
り
つ
つ
肌

が
し
っ
と
り
と
す
る
感
じ
が
し
ま

す
。

　

落
合
温
泉
（
第
四
十
九
湯
：
黒

石
市
袋
字
落
合
：
落
合
共
同
浴
場

二
十
一
時
迄
）
は
、
微
硫
黄
臭
が

香
り
、
飽
き
が
来
な
い
素
晴
ら
し

い
単
純
温
泉
（
硫
酸
塩
系
）
で
す
。

温
泉
街
入
口
の
共
同
浴
場
で
す

が
、
地
元
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

板
留
温
泉
（
第
五
十
湯
：
黒
石

市
板
留
：
立
寄
り
湯
一
部
可
）は
、

浅
瀬
石
川
右
岸
に
一
列
に
宿
が
並

ぶ
魅
力
あ
る
温
泉
で
、
温
湯
の
上

流
、落
合
の
対
岸
に
あ
た
り
ま
す
。

共
同
浴
場
が
廃
さ
れ
、
基
本
的
に

は
宿
泊
し
て
入
浴
と
な
り
ま
す

（
丹
羽
・
斉
川
な
ど
一
部
の
宿
が

日
帰
り
湯
可
能
）。
そ
れ
で
も
区

切
り
の
「
第
五
十
湯
」
と
し
た
い

の
が
板
留
で
、
浅
虫
と
並
ぶ
貴
重

な
芒
硝
臭
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
硫

化
塩
泉
：
正
確
に
は
板
留
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
－
硫
酸
塩
・

塩
化
物
泉
）で
す
。
個
人
的
に
は
、

こ
の
頃
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
「
芒

硝
（
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）」
を
実

感
す
る
た
め
に
も
、
是
非
と
も
宿

泊
し
て
じ
っ
く
り
と
湯
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私
は
平
成
十
六
年
に
弘
前
大

学
を
卒
業
し
、
初
期
研
修
は
青

森
県
立
中
央
病
院
で
、
そ
の
後

弘
前
大
学
消
化
器
外
科
で
後
期

研
修
を
行
い
、
現
在
は
青
森
市

の
西
部
地
区
に
あ
る
青
森
厚
生

病
院
で
働
い
て
い
ま
す
。
常
勤

外
科
医
は
二
名
の
み
の
病
院
で

す
が
、
ヘ
ル
ニ
ア
や
胆
石
症
な

ど
の
良
性
疾
患
か
ら
、
消
化
器

や
乳
腺
の
悪
性
腫
瘍
の
手
術
、

化
学
療
法
、
緩
和
医
療
ま
で
幅

広
い
疾
患
の
診
療
を
行
っ
て
い

る
病
院
で
す
。
卒
後
十
二
年
が

経
過
し
こ
れ
ま
で
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
症
例
数
は
少
な
く

な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
学

ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
る
こ
と
、
学

び
終
わ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と

い
う
こ
と
を
痛
感
す
る
日
々
で

す
。

　

以
前
は
消
化
器
外
科
で
女
性

が
働
い
て
い
る
と
、
患
者
さ
ん

か
ら
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も

珍
し
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

女
性
医
師
が
増
加
し
た
か
ら

か
、
あ
る
い
は
自
分
が
周
り
に

ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の

か
気
に
し
な
く
な
っ
た
か
ら

か
、
最
近
は
珍
し
が
ら
れ
る
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
は
女
性
外
科
医

が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
女

性
外
科
医
や
外
科
医
全
体
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
学

会
な
ど
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
私
は
幸
い
、
理
解
の

あ
る
夫
と
子
供
達
、
職
場
の
先

生
方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
常
勤

医
と
し
て
消
化
器
外
科
医
の
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
よ
く
、
ど
の
よ
う
に
し

て
こ
れ
ま
で
仕
事
を
続
け
て
き

た
の
か
、
子
供
た
ち
の
こ
と
や

家
の
こ
と
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
と
問
わ
れ
ま
す
が
、
自
分
と

し
て
は
目
の
前
の
最
優
先
の
業

務
を
そ
の
都
度
や
っ
て
き
た
と

い
う
他
は
、
な
ん
の
コ
ツ
も
ノ
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�消化器外科医を目指した理由
　端的にいうとやりたいと思ったから，というのが理

由です。医学部６年生の学生実習を終え自分の将来進

む道を考えたとき，消化器外科をやりたいという思い

がありました。なりたい医師像として全身を診ること

ができる医師であったことを覚えています。それがで

きるのは消化器外科だけではありませんが，手術とい

う技術をもって診療したいと思ったこと，消化器外科

の実習で一緒に働いてみたいと思う魅力的な先生と出

会ったこと，また消化器外科で働く女性医師と出会っ

たことが科を選択する際に影響しました。とくに女性

外科医に出会ったことの影響は大きく，それがなけれ

ば消化器外科に興味をもっても，この道を選ぶことは

なかったと思います。女性が消化器外科を選ぶことに

は否定的な意見もありましたし，自分でもプライベー

トとの両立が可能かどうかわからないままでしたが，

やりたいと思ったことを優先してこの世界を選びまし

た。

　卒後９年目で大学の助教となり，以前より興味の

あった上部消化管グループのスタッフとして働くチャ

ンスをいただきました。診療のみならず教育や研究な

どさまざまな責任のある仕事を経験し，食道癌，胃癌

の診療に深く携わることができました。女性医師とし

てより，一医師として扱ってもらえることに本当に感

謝しながら日々の診療にあたっています。

�男性消化器外科医に期待すること
　性別に関係なく，皆が働きやすい環境が普通になれ

ばいいなと思っています。

　働きやすい環境とは何か，人によって価値観が違う

ので一概にはいえないと思います。私の場合は周りの

サポートがあって育児しながらも働くことができてい

ますが，フルタイム勤務できる環境においてもらって

いることにとても感謝しています。やりたいと思った

仕事に従事できることが，私の働きやすい環境なのだ

と思います。

　今は社会の仕組みも背景にあって，女性をターゲッ

トにした環境の整備が優先されています。大変ありが

たいことですが，これから先は性別に関係なく皆がプ

ライベートも重視できる環境ができてきたら，さらに

働きやすいのではないかと思っています。

�消化器外科医を続けていくために一番必要なこと
　楽しく仕事をすること，そういった環境を自ら作る

ことだと思います。楽しくといっても，楽をするとい

う意味ではありません。楽しく仕事をするためには，

まず患者さんに喜ばれる仕事をしなければなりませ

ん。また仕事とプライベート双方で周囲と良好な関係

を築かなければなりません。そのために日々学ぶこと

が必要ですし，責任ある仕事をし，周囲と十分にコミュ

ニケーションをとって信頼関係を作る必要がありま

す。自分の努力が必要ですし，すべてにおいて可能な

ことでもありませんが，そうして仕事を楽しく行える

ことが，仕事を継続するうえで大切なことだと思って

います。

�後輩・女子医学生へのコメント
　消化器外科医の仕事は大変で，プライベートとの両

立も簡単ではありません。私自身一人前には程遠く，

なるべくそれに近づけるよう勉強の日々ですが，その

時間を捻出するにも苦労します。それでも自分で興味

をもって選んだ仕事ですし，やりがいをもって続ける

ことができており，この道を選んだことを後悔してい

ません。消化器外科に限らず医師の仕事に楽な仕事は

ありませんので，ぜひやりたい仕事を選んでほしいと

思います。

Ｃへるす出版

女性消化器外科医紹介
赤坂　治枝
Harue Akasaka

青森厚生病院外科

略　歴
2004年３月　弘前大学医学部卒業
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ウ
ハ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
で
す
が
、

縁
あ
っ
て
、
日
本
臨
床
外
科
学

会
総
会
に
お
い
て
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
発
表
す

る
機
会
や
、「
消
化
器
外
科
」

と
い
う
雑
誌
で
紹
介
し
て
い
た

だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

女
性
外
科
医
が
育
児
し
な
が
ら

働
く
と
い
う
の
が
ま
だ
珍
し
い

だ
け
に
、
他
の
人
と
同
様
（
そ

れ
以
下
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）

に
仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
注

目
さ
れ
る
の
は
得
を
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
、
周
り
に

申
し
訳
な
い
よ
う
な
、
そ
ん
な

微
妙
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま

す
。

　

女
性
外
科
医
は
今
後
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
し
、
育
児
と
仕

事
の
両
立
も
当
然
に
な
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
取
り
上
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
今
は
働
い
て
い

る
だ
け
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
消
化
器

外
科
の
仕
事
で
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
ま
ず
目
の
前
の
仕
事
を
精

一
杯
行
う
こ
と
が
大
切
と
考

え
、
日
々
診
療
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

女
性
消
化
器
外
科
だ
よ
り

青
森
厚
生
病
院　

赤　

坂　

治　

枝

（
元　

附
属
病
院
消
化
器
外
科
）

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

産
婦
人
科
の
魅
力

附
属
病
院　

産
科
婦
人
科　

助
教　

大　

石　

舞　

香

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

　

私
は
平
成
二
十
二
年
弘
前
大

学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
し
、

初
期
研
修
後
、
平
成
二
十
四
年

よ
り
弘
前
大
学
医
学
部
産
科
婦

人
科
学
講
座
で
働
い
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
不
妊
グ
ル
ー
プ
で

外
来
診
療
や
病
棟
管
理
、
内
視

鏡
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
産
婦
人
科
医
を
志
し
た

の
は
高
校
生
の
頃
で
、
産
婦
人

科
医
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
医

学
部
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
時
代
の
臨
床
実
習
や
初
期

研
修
で
は
様
々
な
科
を
ロ
ー

テ
ー
ト
し
、
他
科
の
魅
力
も
感

じ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
や
っ

ぱ
り
妊
娠
、
分
娩
を
取
り
扱
う

産
婦
人
科
医
と
し
て
頑
張
り
た

い
！
と
思
い
、
産
婦
人
科
へ
の

入
室
を
決
意
し
ま
し
た
。
実
際

に
働
い
て
み
る
と
、
産
婦
人
科

の
分
野
は
幅
広
く
、
周
産
期
医

学
、
婦
人
科
腫
瘍
学
、
生
殖
内

分
泌
、
そ
し
て
女
性
医
学
と
女

性
の
一
生
に
携
わ
れ
る
素
敵
な

科
だ
と
ま
す
ま
す
産
婦
人
科
の

魅
力
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
は
女
性
医
師
も
多

く
、
研
究
も
臨
床
も
バ
リ
バ
リ

と
頑
張
っ
て
い
る
目
標
と
な
り

尊
敬
で
き
る
先
輩
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、
日
々

自
分
も
頑
張
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
八
月
よ
り
横
山
教
授
の
新
体

制
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
す
ま

す
科
の
雰
囲
気
も
良
く
、
本
当

に
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
四
歳
と

九
カ
月
の
男
の
子
の
母
を
し
て

い
ま
す
。
妊
娠
中
は
仕
事
の
合

間
に
自
分
で
超
音
波
検
査
が
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
、
当
直
の
日
は
外
来
の
３
Ｄ

超
音
波
で
お
腹
の
我
が
子
を
診

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
分
娩
に

立
ち
会
う
上
で
、
陣
痛
に
耐
え

て
出
産
し
た
の
は
、
よ
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
患
者

さ
ん
へ
も
優
し
く
し
よ
う
と
心

 

　
弘
前
大
学
は
、
日
本
最
大
級
の
レ
シ

ピ
サ
イ
ト「
楽
天
レ
シ
ピ
」と
協
働
し
、

二
月
七
日
、
書
籍
『
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
文

部
科
学
省
・
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（
セ

ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
の
一
環
と
し
て
、
私

と
、
料
理
研
究
家
の
浜
内
千
波
氏
の
監

修
の
も
と
、
レ
シ
ピ
を
通
じ
て
高
血
圧

予
防
に
取
り
組
む
「
減
塩
で
高
血
圧
予

防
！
３
ダ
ウ
ン
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
二
〇
一
六
年
四
月
～
十
一
月
）
を
実

施
し
、
応
募
総
数
千
六
百
十
一
品
か
ら

専
門
家
が
厳
選
し
た

五
十
六
品
を
一
冊
に

ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　

３
ダ
ウ
ン
レ
シ
ピ

と
は
、
油
と
砂
糖
を

減
ら
す
こ
と
で
、
よ

り
少
な
い
塩
の
量
で

も
塩
味
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
減
塩
方

法
に
基
づ
く
も
の
。

単
に
、
減
塩
す
る
レ

シ
ピ
や
病
院
食
の
よ

う
に
徹
底
的
に
栄
養
管
理
を
す
る
レ
シ

ピ
で
は
、
味
が
物
足
り
な
く
、
継
続
が

難
し
い
印
象
で
す
が
、
３
ダ
ウ
ン
で

は
、
美
味
し
さ
を
損
な
わ
ず
、
専
門
家

の
知
見
を
取
り
入
れ
て
掲
載
レ
シ
ピ
を

選
定
し
ま
し
た
。 

　

本
書
籍
で
は
、
砂
糖
不
使
用
や
油
分

控
え
め
、
ダ
シ
、
弁
当
な
ど
、
テ
ー
マ

別
に
レ
シ
ピ
を
掲
載
。
レ
シ
ピ
に
は
、

塩
分
濃
度
、食
塩
相
当
量
、カ
ロ
リ
ー
、

減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
も
表
記
し
て
い
ま

す
。
楽
天
社
員
の 

３
ダ
ウ
ン
レ
シ
ピ

体
験
レ
ポ
ー
ト
、
私
の
健
康
コ
ラ
ム

「
Ｄ
ｒ
．中
路
の
ヘ
ル
シ
ー
コ
ラ
ム
」
な

ど
も
あ
り
、
充
実
の
内
容
で
す
。

　

メ
デ
ィ
ア

が
本
書
籍
を

相
次
い
で
紹

介
し
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ

で
発
売
さ

れ
、
本
学
の

産
学
連
携
の

取
組
み
を
広

く
周
知
す
る

機
会
に
も
つ

な
が
り
ま
し

た
。

　

弘
前
大
学
は
、
今
後
も
、
楽
天
レ
シ

ピ
と
様
々
な
企
画
を
通
じ
て
、
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
お
い
し
く
健
康
増
進
で

き
る
レ
シ
ピ
の
提
案
と
普
及
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

※ 

発
売
は
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
で

２
／
７
～
順
次
発
売
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
で
３
／
21
～
順
次
発
売
（
一

部
除
く
）

 

『
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
』

中
路
　
重
之

（
社
会
医
学
講
座
　
教
授
）

書籍の
おしらせ

『食べるダイエット』の表紙

告知用ポスター「3ダウンレシピコンテスト」のホームページ

に
誓
い
ま
し
た
。
旦
那
は
現
在

単
身
赴
任
中
の
た
め
、
い
つ
も

は
子
供
達
二
人
と
一
緒
に
生
活

し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る
に

あ
た
っ
て
、
院
内
保
育
園
で
あ

る
ひ
ろ
だ
い
保
育
園
の
存
在
は

本
当
に
あ
り
が
た
く
、
二
人
目

の
時
は
産
後
四
カ
月
で
復
職
し

ま
し
た
が
、
空
き
時
間
に
授
乳

に
行
っ
た
り
、
延
長
や
休
日
保

育
を
利
用
し
た
り
で
早
め
に
復

帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
供
が
小
さ
い
内
は
突
発
的
に

熱
を
出
す
こ
と
も
多
く
、
周
囲

の
先
生
方
に
は
本
当
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
祖

父
母
を
頼
っ
た
り
、
病
児
・
病

後
児
保
育
な
ど
も
使
い
な
が

ら
、
綱
渡
り
的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
仕
事
を
し
て
い
る
状
態
で

す
。
家
で
は
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト

ル
ン
バ
、
自
動
食
器
洗
浄
機
、

乾
燥
機
つ
き
洗
濯
機
を
毎
日
フ

ル
稼
働
し
な
が
ら
家
事
も
な
ん

と
か
ま
わ
し
て
い
ま
す
。
教
室

に
は
子
育
て
中
の
先
輩
医
師
も

い
る
た
め
、
日
々
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
毎
日
を
乗
り

切
っ
て
い
ま
す
。

　

産
婦
人
科
は
決
し
て
楽
な
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

以
上
に
や
り
が
い
が
あ
る
科
だ

と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
興
味

が
あ
る
方
も
、
コ
ウ
ノ
ド
リ
を

み
て
興
味
が
沸
い
た
方
も
、
女

性
医
師
も
男
性
医
師
も
大
歓
迎

で
す
。
弘
前
大
学
の
産
婦
人
科

で
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

不妊グループの先生方、胚培養士さんと

ひろだい保育園で産科婦人科の飯野先生と子供達と
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二
〇
一
五
年
十
一
月
か
ら
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ラ
バ
マ
州
の

U
niversity of A

labam
a at 

Birm
ingham

（
Ｕ
Ａ
Ｂ
）
で
、

research fellow

と
し
て
留
学

生
活
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
ア
ラ
バ
マ
州
は

ア
メ
リ
カ
南
東
部
に

位
置
し
、
有
名
な
観

光
地
や
行
楽
地
は
殆

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
に
集
中
し
や
す
い

環
境
と
い
え
ば
聞
こ

え
は
よ
い
で
す
が
、

南
部
の
田
舎
と
言
っ

た
方
が
正
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
気
候

は
温
暖
で
、
夏
は
熱

中
症
の
危
険
を
感
じ

る
ほ
ど
日
差
し
が
強

い
で
す
が
、
冬
は
コ
ー
ト
が
手

放
せ
な
い
く
ら
い
冷
え
込
む
日

も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
Ｕ
Ａ
Ｂ
病
院
の

D
epartm

ent of Cardiology

に
属
し
、 

不
整
脈
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
てEP lab

に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。EP lab

で
は
四

つ
の
カ
テ
ー
テ
ル
室

を
用
い
て
、
計
五
名

の
医
師
が
年
約
二
千

二
百
例
の
不
整
脈
手

術
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
の
上
司
は
、

そ
の
う
ち
の
お
一
人

の
山
田
功
先
生
と
い

う
方
で
、
心
室
性
不

整
脈
を
御
専
門
と
さ

れEP lab

で
の
論
文

留
学
便
り附

属
病
院　

循
環
器
内
科
・
腎
臓
内
科

助
教　

伊　

藤　

太　

平

　

平
成
二
十
八
年
十
月
六
日

～
八
日
に
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ

ネ
で
開
催
さ
れ
た21

st W
orld 

C
ongress on A

dvance in 
O

ncology

＆19
th Internation-

al Sym
posium

 on M
olecular 

M
edicine

で
口
頭
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
国
際
学
会
で
の
発
表

は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

国
内
学
会
で
の
経
験
は
豊
富
…

で
は
な
く
、
今
回
が
人
生
で
初

め
て
の
学
会
発
表
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
若
輩
を
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
病
理
生
命
科
学
講
座

の
鬼
島
教
授
、
脳
血
管
病
態
学

講
座
の
今
泉
教
授
に
は
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、「
実
験
を
し
た
い

か
ら
実
習
を
早
め
に
切
り
上
げ

た
い
」
と
い
う
わ
が
ま
ま
を
受

け
入
れ
て
下
さ
っ
た
腫
瘍
内
科

学
講
座
、
分
子
病
態
病
理
学
講

座
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
際
学
会
に
挑
戦
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
四
年
次
の

研
究
室
研
修
の
発
表
を
英
語
で

行
い
、
英
語
の
重
要
性
を
身
を

も
っ
て
感
じ
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
当
時
は
、
発
表
は

英
語
、
質
疑
応
答
は
日
本
語
で

行
い
ま
し
た
が
、
質
疑
応
答
も

英
語
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
い
う
憧
れ
を
持
ち
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
英

語
力
を
磨
く
こ
と
な
く
気
が
付

け
ば
卒
業
ま
で
残
り
一
年
に

…
。
そ
こ
で
、
英
語
力
を
磨
く

動
機
付
け
と
し
て
国
際
学
会
で

の
発
表
を
思
い
つ
き
、
鬼
島
教

授
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
口

頭
発
表
な
ら
良
い
」
と
言
わ

れ
、
国
際
学
会
挑
戦
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

準
備
～
学
会
発
表
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る

の
で
す
が
、
こ
の
場
で
は
後
輩

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

ま
す
。
今
回
の
学
会
の
準
備
に

お
い
て
、
研
究
室
研
修
で
得
ら

れ
た
経
験
が
非
常
に
役
に
立
ち

ま
し
た
。
た
っ
た
四
分
間
、
顔

見
知
り
の
日
本
人
の
前
で
は
あ

り
ま
す
が
、「
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う

経
験
が
今
回
の
挑
戦
を
後
押

し
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
実
際
の
準
備
に
お
い

て
も
、追
加
デ
ー
タ
の
収
集
、

ス
ラ
イ
ド
と
原
稿
の
作
成
、

発
表
練
習
に
至
る
ま
で
、
以

前
よ
り
も
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
研
究
室
研
修
で
真
摯
に
取

り
組
ん
だ
（
苦
労
し
た
？
泥

沼
に
は
ま
っ
た
？
）
成
果
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
研
究
室
研
修
で
は
英

語
に
よ
る
発
表
が
必
須
で

す
。「
や
る
気
の
あ
る
人
だ

け
で
い
い
」「
全
く
知
ら
な
い

内
容
を
英
語
で
発
表
さ
れ
て
も

何
も
理
解
で
き
な
い
か
ら
意
味

が
な
い
」
な
ど
異
論
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
将
来
必
ず
役
に

立
つ
（
医
学
が
急
速
に
進
歩
す

る
現
代
に
お
い
て
、
大
学
で
学

ぶ
も
の
の
中
で
将
来
必
ず
役
に

21st�World�Congress�on�Advances�in�
Oncology�&19th�International�Symposium�
on�Molecular�Medicine�October�6‒8,�
2016,�Athens,�Greeceで、15�min講演して
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立
つ
と
言
い
切
れ
る
の
は
、
解

剖
学
、
生
理
学
、
そ
し
て
英
語

く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
）
の

で
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
乗
り

越
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
英
語
の
重
要
性
を
感
じ

て
い
る
方
は
、
是
非
と
も
国
際

学
会
で
発
表
し
て
、
自
分
の
英

語
を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

O
bserver

と
し
て
参
加
す
る

の
も
悪
く
は
な
い
で
す
が
、
誰

も
助
け
て
く
れ
な
い
過
酷
な
質

疑
応
答
を
経
験
し
た 

（
私
の
場

合
は
外
国
人
の
英
語
が
全
く
聞

き
取
れ
ず
、
聴
衆
か
ら
助
け
舟

を
出
し
て
も
ら
う
ま
で
に
至
り

ま
し
た
）
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る

課
題
や
感
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
文
章
を
読
ん
で
、「
学
部
学

生
で
も
国
際
学
会
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
！
」
と
思
う
後
輩
が

一
人
で
も
現
れ
る
こ
と
を
切
に

願
い
ま
す
。

　

｢

人
間
栄
養
学
っ
て
何
？｣

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
の
第

一
印
象
で
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
四
日

に
日
本
の
臨
床
栄
養
学
の
大
家

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
細
谷
憲
政
先
生
が
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
逝
去
の
こ

と
を
知
っ
た
時
、｢

人
間
栄
養

学｣

に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
拝

聴
し
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　

私
が
当
科
に
入
局
し
た
後
、

「
膵
性
糖
尿
病
患
者
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

い
た
だ
き
、
研
究
し
始
め
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
細
谷
憲
政
先

生
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

細
谷
先
生
は
冒
頭
に
、「
医

師
は
栄
養
学
に
関
し
て
、
栄
養

士
は
疾
患
の
病
態
に
関
し
て

も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
人
間

栄
養
学
に
取
り
組
む
上
で
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。」と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
と
は
、
人
々
が

よ
り
良
い
栄
養
状
態
を
保
持
・

増
進
す
る
た
め
に
、
人
体
側
面

か
ら
取
り
組
む
栄
養
学
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

我
が
国
で
は
、〝
栄
養
素
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
〟
を

す
れ
ば
健
康
は
維
持
で
き
る
と

考
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

実
臨
床
に
お
い
て
も
、
例
え

ば
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
診
療

に
際
し
、｢

糖
尿
病
の
食
事
療

法
は
カ
ロ
リ
ー
を
制
限
し
て
、

栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う｣

と
話

す
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
糖
尿
病

と
い
っ
て
も
過
剰
栄
養
に
よ
る

２
型
糖
尿
病
、
栄
養
素
の
欠
乏

状
態
に
陥
る
リ
ス
ク
の
あ
る
糖

尿
病
（
膵
性
糖
尿
病
や
肝
性
糖

尿
病
）
な
ど
が
あ
り
、
一
般
的

な
〝
栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
〟
が
全
て
の
糖
尿
病

患
者
さ
ん
の
よ
り
良
い
栄
養
状

態
の
保
持
・
増
進
に
必
ず
し
も

寄
与
す
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
人
間
栄
養
学
的
介
入

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

ず
、
患
者
さ
ん
個
々
の
病
態
、

栄
養
状
態
を
評
価
・
判
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
態
、
栄
養
状
態

に
応
じ
た
栄
養
療
法
の
プ
ラ
ン

を
立
て
ま
す
。
不
足
気
味
の
も

の
は
摂
取
量
を
増
や
す
も
し
く

人
間
栄
養
学
の
大
切
さ

附
属
病
院　

内
分
泌
内
科
・
糖
尿
病
代
謝
内
科

講
師　

柳　

町　
　
　

幸

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

は
、
利
用
効
率
の
高
い
食
品
で

補
充
す
る
。
過
剰
気
味
の
も
の

は
病
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う

に
制
限
す
る
。
更
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
嗜
好
、
心
身
状
態
、
生

活
環
境
な
ど
も
考
慮
し
、
実
践

し
ま
す
。
こ
の
栄
養
療
法
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
実
践
は
多
職
種

が
関
わ
り
、
チ
ー
ム
医
療
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
人
間
栄
養
学
は
、
全
人

的
に
患
者
さ
ん
を
診
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
前
述
の
講
演
以
来
、

私
が
診
療
を
行
う
上
で
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
は
部
位
別
診
療
科
に
わ

か
れ
、
専
門
性
も
高
く
な
っ
て

い
る
た
め
全
人
的
医
療
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
間
栄
養
学
を

学
ぶ
こ
と
で
全
人
的
医
療
を
念

頭
に
入
れ
た
診
療
が
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

作
成
の
中
心
を
担
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
の
仕
事

は
終
日
手
術
に
立
ち
会
い
つ

つ
、
全
て
の
心
室
性
不
整
脈
症

例
の
手
術
所
見
を
記
録
し
、
術

後
に
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
こ
と

で
す
。
心
室
性
不
整
脈
に
対
す

る
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
興
味
深
く
、
と
く
に
心
外

膜
側
心
室
筋
起
源
の
場
合
、
日

本
で
は
普
及
段
階
の
胸
骨
下
か

ら
の
経
皮
的
心
外
膜
ア
プ
ロ
ー

チ
が
一
般
的
で
、
難
治
性
で
あ

れ
ば
バ
イ
ポ
ー
ラ
ー
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ケ
ミ
カ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
比
較
的
ま
れ
な

治
療
法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は

限
ら
れ
た
施
設
で
し
か
実
施
さ

れ
て
い
な
い
デ
バ
イ
ス
抜
去
術

や
左
心
耳
閉
鎖
術
な
ど
も
行
わ

れ
て
お
り
、
幅
広
く
不
整
脈
治

療
の
見
聞
を
広
め
る
機
会
に
恵

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
研
究
に
関

し
て
は
自
分
の
ア
イ
デ
ア
さ
え

あ
れ
ば
比
較
的
自
由
に
臨
床

デ
ー
タ
を
用
い
た
リ
サ
ー
チ
が

で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

テ
ー
マ
の
着
想
か
ら
デ
ー
タ
収

集
、
論
文
作
成
、
御
高
閲
後
の

内
容
確
認
と
い
う
課
程
に
集
中

で
き
る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ

て
お
り
ま
す
が
、
質
の
高
い
研

究
を
目
指
す
に
は
さ
ら
な
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
必
要
性
も
痛
感

い
た
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
経
て
、
気

が
つ
け
ば
こ
ち
ら
で
の
生
活
も

二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
一
年

を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
行
事
や

習
慣
に
慣
れ
親
し
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
日
常
か
ら
外
れ
る

と
ま
だ
ま
だ
言
葉
や
文
化
の
違

い
か
ら
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、

そ
の
都
度
こ
れ
も
貴
重
な
経
験

と
捉
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
新
し
い
大
統
領
を

迎
え
、
留
学
環
境
も
厳
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
今
後
も
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
楽
し
み
つ
つ
、
そ
う
し

た
時
代
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が

ら
残
り
の
ア
メ
リ
カ
生
活
を
満

喫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴

重
な
留
学
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
循
環
腎
臓
内
科
学
講
座

な
ら
び
に
呼
吸
器
内
科
学
講
座

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
私
の
留
学
便
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
を
取
る
と
涙
も
ろ
く
な

る
。確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

悲
し
い
映
画
や
ド
ラ
マ
で
涙
す

る
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
新
聞
の

コ
ラ
ム
を
読
ん
だ
だ
け
で
涙
が

で
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
加
齢
現
象
に

よ
っ
て
涙
腺
が
緩
む
わ
け
で
は

な
い
。
あ
る
説
に
よ
る
と
、
年

を
取
る
ご
と
に
様
々
な
苦
労
や

経
験
を
積
み
重
ね
、
他
者
へ
の

共
感
が
増
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
た
め
何
か
の
情
報
が
脳
に

入
る
と
前
頭
前
野
の
活
動
性
が

高
ま
り
、〝
情
動
の
涙
〟
が
出

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

つ
ま
り
人
は
、
年
を
経
る
ご
と

に
優
し
く
な
っ
て
い
く
も
の
な

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
医
学
部
で
年
寄
り

と
い
え
ば
教
授
陣
で
あ
る
。
学

生
の
頃
は
、
教
授
は
偉
い
の
に

何
故
怒
り
っ
ぽ
い
の
か
、
何
故

こ
ん
な
に
も
我
々
に
厳
し
い
の

か
…
と
よ
く
思
っ
た
も
の
で
あ

る
。
き
っ
と
血
も
涙
も
な
い
人

達
が
教
授
に
な
る
の
だ
ろ
う
と

も
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。
教
授
達
は
皆

涙
も
ろ
い
の
で
あ
る
。
様
々
な

苦
労
や
経
験
を
積
み
重
ね
、
学

生
へ
の
共
感
が
増
え
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
た
め
学
生
が
怠
け

て
い
る
と
い
う
情
報
が
脳
に
入

る
と
前
頭
前
野
の
活
動
性
が
高

ま
り
、学
生
の
未
来
を
憂
い〝
情

動
の
涙
〟
が
出
や
す
く
な
る
。

こ
れ
を
隠
す
た
め
、
あ
え
て
学

生
に
厳
し
く
あ
た
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
教
授
と
は
、
年
を

経
る
ご
と
に
厳
し
く
な
っ
て
い

く
も
の
な
の
で
あ
る
。
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当
教
室
は
医
学
研
究
科
附
属

脳
神
経
血
管
病
態
研
究
施
設

（
脳
研
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

脳
研
は
一
九
六
五
年
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
時
最
初
に
で
き
た
成

因
部
門
が
当
教
室
の
始
ま
り
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
〇

〇
七
年
四
月
の
大
学
院
部
局
化

の
際
に
分
子
病
態
部
門
か
ら
現

在
の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
室
の
構
成
員
は
私
の
他

に
、
森
文
秋
（
准
教
授
）、
丹

治
邦
和
、三
木
康
生
（
助
教
）、

成
田
秀
美
（
大
学
院
生
）、
中

田
美
知
子
、
小
野
絢
乃
（
技
術

補
佐
員
）
が
お
り
ま
す
。

　

教
室
の
方
針
と
し
て
は
、

種
々
の
神
経
疾
患
剖
検
例
の
病

理
学
的
検
索
か
ら
得
ら
れ
る
知

見
を
研
究
の
基
盤
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
神
経
変
性
疾
患
の
多

く
は
、
異
常
な
蛋
白
が
脳
内
に

蓄
積
す
る
蛋
白
蓄
積
病
で
あ

り
、
そ
の
進
行
を
遅
延
・
阻
止

す
る
治
療
法
は
確
立
し
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
レ
ビ
ー
小

体
病
お
よ
び
多
系
統
萎
縮
症
で

は
細
胞
内
分
解
系
、
特
に
オ
ー

ト
フ
ァ
ジ
ー
の
機
能
障
害
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
き

ま
し
た
。
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の

活
性
化
や
適
切
な
制
御
に
よ
っ

て
異
常
蛋
白
の
蓄
積
が
抑
制
で

き
れ
ば
、
他
の
神
経
変
性
疾
患

の
類
似
病
態
（
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
お
け
る
タ
ウ
の
蓄

積
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
・

前
頭
側
頭
葉
変
性
症
に
お
け
る

T
D

P-43

の
蓄
積
）
に
も
治
療

効
果
が
発
揮
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
系
統

萎
縮
症
の
モ
デ
ル
動
物
を
作
成

し
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、

一
）
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
多
系

統
萎
縮
症
に
お
け
る
封
入
体
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
二
）
認
知
症

に
お
け
る
神
経
細
胞
変
性
と
蓄

積
物
質
、
三
）
グ
リ
ア
細
胞
の

機
能
と
各
種
病
態
に
お
け
る
変

化
、
四
）
遺
伝
子
改
変
モ
デ
ル

動
物
を
用
い
た
病
態
解
析
で
す
。

　

最
後
に
当
教
室
の
七
つ
の
信

条
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
）『
学
生
を
大
切
に
せ
よ
』。

若
い
時
ほ
ど
、
よ
り
多
く
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
引
き
出
し
、
伸
ば
し
て
や
る

の
が
我
々
の
仕
事
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

二
）『
論
文
作
成
の
た
め
に
一

分
一
秒
を
惜
し
め
』。
論
文
は

集
中
し
て
書
く
も
の
。
出
せ
る

も
の
は
少
し
で
も
早
く
。

三
）『
小
さ
な
分
野
で
も
世
界

の
ト
ッ
プ
と
な
れ
』。オ
ン
リ
ー

ワ
ン
を
目
指
し
、
目
標
は
高
く

掲
げ
た
い
。

四
）『
仲
間
を
作
れ
』。
今
は
共

同
研
究
の
時
代
。
力
を
合
わ
せ

れ
ば
小
さ
な
教
室
で
も
大
き
な

仕
事
が
可
能
と
思
い
ま
す
。

五
）『
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を

さ
せ
よ
』。
学
問
だ
け
で
な
く
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と

も
重
要
。

六
）『
学
問
研
究
の
扉
は
常
に

オ
ー
プ
ン
で
あ
れ
』。
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
発
想
、
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
結
果
。
転
機
は

い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

七
）『
人
生
は
楽
し
く
、
幸
せ

に
』。
幸
せ
で
あ
る
こ
と
が
、

人
生
の
目
標
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
の
学
問
研
究
で
す
。

　

か
つ
て
政
治
家
に
な
る
た
め

に
必
要
な
も
の
は
、「
地
盤
、

看
板
、
か
ば
ん
（
資
金
）」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
芸
の
道
で
成

功
す
る
た
め
に
は
、「
運
、
鈍
、

根
」と
も
言
い
ま
す
。
な
ら
ば
、

学
問
研
究
に
必
要
な
の
は
、

「
人
、
お
金
、
ア
イ
デ
ア
」
で

し
ょ
う
か
。

　

当
講
座
は
一
九
四
五
年
四
月

に
開
講
し
た
長
い
歴
史
を
有
し

て
い
ま
す
。
産
科
婦
人
科
学
講

座
は
現
教
室
員
五
十
一
名
、
大

学
勤
務
十
五
名
で
構
成
さ
れ
、

全
県
（
秋
田
県
北
を
含
む
）
の

地
域
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

産
科
婦
人
科
学
は
、
周
産
期
、

婦
人
科
腫
瘍
、
生
殖
内
分
泌
、

女
性
医
学
の
四
つ
の
分
野
が
あ

り
ま
す
が
、
当
講
座
は
四
つ
全

て
の
分
野
の
専
門

グ
ル
ー
プ
を
有
す

る
全
国
で
も
類
を

見
な
い
臨
床
研
究

体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。
治
療
前
後

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
い
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

上
治
療
方
針
を
決

定
し
、
そ
の
ア
ウ

ト
カ
ム
を
常
に
評

価
し
て
い
ま
す

（
写
真
）。

周
産
期
グ
ル
ー
プ

　

附
属
病
院
は
高

度
周
産
期
医
療
を

提
供
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
地
域

周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
担
い
地
域

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
娠
の
ケ
ア
の
た
め
全
県

を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
常

に
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

小
児
科
、
小
児
外
科
と
の
連
携

や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
密
に
し

て
お
り
そ
の
た
め
周
産
期
死
亡

率
、
新
生
児
死
亡
率
は
常
に
良

好
な
成
績
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
妊
娠
糖
尿
病
罹
患
者
、
妊

娠
高
血
圧
症
候
群
罹
患
者
の
長

期
的
医
療
介
入
す
る
体
制
が
整

い
日
本
で
は
類
を
見
な
い
研
究

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

婦
人
科
腫
瘍
グ
ル
ー
プ

　

急
増
し
て
い
る
婦
人
科
が
ん

の
た
め
手
術
件
数
は
増
加
の
一

途
で
す
。
そ
の
一
方
で
子
宮
頸

が
ん
患
者
を
対
象
と
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
広
汎
子
宮
全
摘

術
の
先
進
医
療
施
設
に
選
ば

れ
、
低
侵
襲
手
術
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。Q

uality

の
高

い
臨
床
試
験
実
施
施
設
と
し
て

婦
人
科
悪
性
腫
瘍
研
究
機
構
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
卵
巣

が
ん
術
後
の
腹
腔
内
化
学
療
法

の
先
進
医
療
へ
の
参
加
や
抗
が

ん
剤
の
末
梢
神
経
障
害
予
防
の

漢
方
薬
の
ラ
ン
ダ
ム
化
試
験
の

研
究
代
表
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
ル
ボ
ニ
ル
還
元
酵
素
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
卵
巣
が
ん
腹
膜
播
種
に

効
果
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、

遺
伝
子
治
療
へ
の
応
用
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
殖
内
分
泌
グ
ル
ー
プ

　

顕
微
授
精
を
含
む
体
外
受

精
・
胚
移
植
を
専
任
の
胚
培
養

士
を
置
い
て
年
間
四
百
周
期
以

上
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全

国
の
大
学
附
属
病
院
の
中
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
ま
た
、

不
妊
原
因
に
な
る
子
宮
、
卵

巣
、
卵
管
の
疾
患
に
対
し
て
積

極
的
に
内
視
鏡
検
査
／
手
術

（
腹
腔
鏡
・
子
宮
鏡
・
卵
管
鏡
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
日
本

で
も
数
か
所
し
か
行
な
わ
れ
て

い
な
い
経
腟
腹
腔
鏡
を
不
妊
症

の
診
断
・
治
療
に
と
り
い
れ
、

さ
ら
に
卵
管
鏡
卵
管
形
成
手
術

を
用
い
て
自
然
妊
娠
の
可
能
性

を
高
め
る
こ
と
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
不
育
症 

に
対
す
る

イ
ン
ト
ラ
リ
ピ
ッ
ト
療
法
の
臨

床
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
医
学
グ
ル
ー
プ

　

高
齢
化
と
と
も
に
増
加
し
て

い
る
骨
粗
鬆
症
や
骨
盤
臓
器
脱

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
更

年
期
障
害
に
対
す
る
漢
方
薬
の

ラ
ン
ダ
ム
化
二
重
盲
検
比
較
試

験
の
研
究
代
表
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
長
年
参
加
し
て
い
る
岩

木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
妊
娠
中
の
拡
張
期
血
圧
が
将

来
の
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
発

症
の
予
測
に
な
り
得
る
と
い
う

デ
ー
タ
を
得
て
、
母
子
手
帳
の

重
要
性
が
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
る
に
い
た

り
ま
し
た
。

　

ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
研
究
、

診
療
、
教
育
に
当
た
っ
て
い
ま

す
が
、
全
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
古
く
か

ら
あ
る
が
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ

る
べ
き
課
題
が
多
い
産
科
婦
人

科
学
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
は
錦
織
圭
選
手
や
車
い

す
テ
ニ
ス
の
国
枝
慎
吾
選
手
と

い
っ
た
選
手
の
よ
う
な
、
世
界

的
に
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
出

て
き
て
、
硬
式
テ
ニ
ス
に
お
け

る
世
間
か
ら
の
注
目
度
は
年
々

増
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
我
々
弘
前
大

学
医
学
部
硬
式
庭
球
部
は
日
々

硬
式
庭
球
部
（
男
子
）

部
活
動
紹
介

医
学
部
医
学
科
四
年　

今　

西　

雄　

也

切
磋
琢
磨
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
今
回
は
我
々
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
男
子
は
現

在
、
部
員
が
二
十
五
名
い
ま

す
。
練
習
自
体
は
基
本
的
に

別
々
で
行
い
ま
す
が
、
部
活
と

基
礎
・
脳
神
経
病
理
学
講
座

脳
神
経
病
理
学
講
座　

教
授　

若　

林　

孝　

一

臨
床
・
産
科
婦
人
科
学
講
座

産
科
婦
人
科
学
講
座　

教
授　

横　

山　

良　

仁

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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　前回のコラムではイネ科花粉症
の代表であるカモガヤをご紹介し
ましたが、イネ科花粉症のうち
で、もう一つ忘れてはならないの
がこちらのオオアワガエリです。
漢字で書くと「大粟還り」となる
そうですが、英名のチモシーが馴
染み深い方もいるかもしれませ
ん。チモシーもカモガヤと同じく
帰化植物で、やはり牧草として明
治時代に北海道に試植されたもの
が、全国に瞬く間に広がってしま
いました。ペットとしてウサギを
飼ったことがある人は、ウサギの
食事用としてチモシーを使ったこ
とがあるのではないでしょうか？
　さて、私の愚息はＨ高生なので
すが、６～７月ごろに「窓際の席
に座っていたら、どうも鼻と眼が
むずむずする」と言い出しまし
た。そこで、血液検査で色々な花
粉のIgEを調べてみたところ、カ
モガヤは陰性でしたがチモシーが

クラス３の結果でした。立派なイ
ネ科花粉症患者の出来上がりで
す。イネ科花粉の感作は子供の頃
に成立するはず、と思って家の周
りを探索してみたところ、やっぱ
り自宅の隣の公園にチモシーが沢
山生えていました。子供の頃に遊
んだこの場所が原因だったようで
す。
　チモシーとはずいぶん可愛らし
い名前ですが、外来生物法では要
注意外来生物に指定されていま
す。皆様ご注意を。

　

弘
前
大
学
医
学
部
硬
式
テ
ニ

ス
部
女
子
部
は
現
在
十
六
人
が

所
属
し
て
い
ま
す
。
春
、
夏
、

秋
は
週
四
回
、
雪
が
降
っ
て
し

ま
う
と
外
で
テ
ニ
ス
が
で
き
な

い
た
め
体
育
館
で
週
二
～
三
回

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
日

は
男
子
と
全
く
同
じ
で
、
練
習

メ
ニ
ュ
ー
は
異
な
り
ま
す
が
移

動
は
と
も
に
し
て
お
り
、
仲
良

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
他
の
部

活
動
は
保
健
学
科
の
学
生
も
在

籍
し
て
い
ま
す
が
私
た
ち
硬
式

テ
ニ
ス
部
は
部
員
全
員
が
医
学

科
で
す
。
医
学
科
だ
け
し
か
い

　

前
十
字
靱
帯
損
傷
の
診
断
の

た
め
に
当
科
の
石
橋
恭
之
教
授

が
考
案
し
、
開
発
に
携
わ
っ
た

膝
関
節
運
動
テ
ス
タ（
Ｋ
Ｍ
Ｉ
： 

K
nee M

easure Instrum
ent

）

が
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十

八
日
に
ア
ル
ケ
ア
株
式
会
社
よ

り
発
売
と
な
り
ま
し
た
（
医
療

機
器
届
出
番
号
：13B1

×

00207000068

）。
こ
れ
は
青
森

県
が
医
療
・
健
康
福
祉
分
野
で

の
産
業
振
興
を
推
進
す
る
「
青

森
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
」
に
基
づ
く
医
工
連
携
の
製

品
化
第
一
号
と
な
っ
た
も
の

で
、
Ｋ
Ｍ
Ｉ
は
五
所
川
原
市
の

製
造
業
者
「
ビ
ッ
ト
・
テ
ッ
ク
」

と
当
科
が
産
学
官
連
携
で
開
発

を
行
い
、
全
国
販
売
と
な
り
ま

し
た
。

　

膝
前
十
字
靱
帯
損
傷
は
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
膝
靱
帯
損
傷
の

な
か
で
最
も
高
頻
度
に
生
じ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
膝
前
十
字

靱
帯
の
主
な
働
き
は
、
大
腿
骨

に
対
し
て
脛
骨
が
前
方
に
移
動

す
る
こ
と
を
制
動
す
る
も
の
で

す
。
従
来
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
損
傷
の
診

断
に
は
「
ラ
ッ
ク
マ
ン
テ
ス

ト
」
と
い
う
徒
手
検
査
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
検
者

が
片
手
で
大
腿
を
把
持
固
定

し
、
も
う
片
方
の
手
で
脛
骨
を

前
方
に
引
き
出
し
す
る
検
査

意外と多いイネ科花粉症その２　オオアワガエリ
弘前市周辺のアレルギーの原因になる植物

耳鼻咽喉科学講座　教授　松　原　　　篤

自宅近くの公園にて

し
て
の
活
動
は
ほ
ぼ
男
女
合
同

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
女
子

を
合
わ
せ
る
と
約
四
十
名
と
か

な
り
の
大
所
帯
で
、
医
学
部
の

部
活
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人

数
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
練
習

は
基
本
的
に
屋
外
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
冬
場
は
体
育
館
な
ど

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
大
会
と
し
て
は
、
五

月
に
北
医
体
、
八
月
に
東
医
体

が
あ
り
、
こ
の
大
会
で
優
勝
す

る
こ
と
を
目
標
に
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に

も
秋
田
大
学
や
岩
手
医
科
大
学

な
ど
と
も
毎
年
定
期
戦
を
行
っ

て
お
り
、
他
校
と
の
交
流
も
盛

ん
で
す
。
ま
た
、
弘
前
大
学
全

学
の
硬
式
庭
球
部
と
の
交
流
も

盛
ん
で
、
一
緒
に
練
習
し
た

り
、
飲
み
会
を
行
っ
た
り
も
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
東
医

体
、
北
医
体
に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
で
す
が
、
男
子

は
シ
ン
グ
ル
ス
三
本
、
ダ
ブ
ル

ス
二
本
の
五
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち

三
ポ
イ
ン
ト
と
っ
た
大
学
が
勝

つ
と
い
う
団
体
戦
の
み
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
は
選
手
の
重
複
が
で

き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
各
大
学

を
代
表
す
る
七
人
の
み
が
こ
の

公
式
戦
に
出
場
で
き
る
わ
け
で

す
。
各
大
学
で
本
当
に
実
力
の

あ
る
選
手
の
み
が
選
ば
れ
、

大
学
を
背
負
っ
て
戦
っ
て
い
ま

す
。
各
大
会
と
も
全
部
員
が
そ

の
七
人
を
全
力
で
応
援
し
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
一
致
団
結
と
い

う
も
の
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
大
会
を
毎
年
全
部
員
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
七
人
に
選
ば
れ
、
あ
の
場
に

立
っ
て
戦
い
た
い
と
い
う
思
い

で
皆
必
死
に
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
結
果
が
つ
い
て
来
な
く
て

硬
式
庭
球
部
（
女
子
）

医
学
部
医
学
科
四
年　

上　

野　

琴　

美

膝
関
節
運
動
テ
ス
タ

Ｋ
Ｍ
Ｉ
（Knee M

easure Instrum
ent

）

発
売
の
お
知
ら
せ

新 商 品

附
属
病
院　

整
形
外
科　

助
教　

木　

村　

由　

佳
定価45,000円〈アルケア株式会社〉

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

な
い
で
す
が
男
子
と
合
わ
せ
る

と
四
十
人
ほ
ど
の
人
数
な
の
で

か
な
り
多
く
の
部
員
が
い
る
部

活
で
す
。

　

在
籍
し
て
い
る
部
員
は
ほ
と

ん
ど
が
大
学
か
ら
テ
ニ
ス
を
始

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
部
活

中
は
皆
集
中
し
て
練
習
に
励
ん

で
い
る
た
め
、
一
年
で
と
て
も

上
手
く
な
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
は

い
く
つ
に
な
っ
て
も
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な

の
で
、
大
学
か
ら
始
め
た
人
も

六
年
間
テ
ニ
ス
部
で
活
動
し
て

い
る
と
一
生
も
の
の
技
術
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
他
大
学
と
の
練
習
試

合
や
、
青
森
県
内
の
テ
ニ
ス
大

会
な
ど
の
試
合
を
通
し
て
練
習

の
成
果
を
各
部
員
が
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
練
習
の
目
標
と
し

て
い
る
大
会
は
五
月
の
北
医
体

と
八
月
に
行
わ
れ
る
東
医
体
の

二
回
の
大
会
で
す
。
ど
ち
ら
も

団
体
戦
で
シ
ン
グ
ル
ス
二
本
、

ダ
ブ
ル
ス
一
本
の
三
ポ
イ
ン
ト

の
う
ち
二
ポ
イ
ン
ト
と
っ
た
大

学
が
勝
利
す
る
と
い
う
大
会
で

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
大

会
で
は
女
子
部
員
の
う
ち
四
人

し
か
試
合
に
出
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
試
合
に
出
る
た

め
に
切
磋
琢
磨
し
あ
い
な
が
ら

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

試
合
本
番
で
は
四
人
の
選
手
を

部
員
み
ん
な
で
応
援
し
、
選
手

は
そ
の
応
援
に
応
え
る
べ
く
一

生
懸
命
に
戦
い
ま
す
。
そ
れ
は

ま
さ
に
〝O

ne for all, all for 
one.

〟
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た

り
の
雰
囲
気
で
す
。
試
合
に

勝
っ
た
と
き
も
負
け
て
し
ま
っ

た
と
き
も
と
も
に
練
習
し
て
き

た
仲
間
同
士
が
喜
び
合
っ
た
り

悔
し
が
っ
た
り
、
硬
式
テ
ニ
ス

部
で
し
か
味
わ
え
な
い
経
験
を

こ
の
大
会
を
通
し
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

雪
が
降
っ
て
し
ま
う
た
め
ど

う
し
て
も
練
習
時
間
が
短
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ま
た

一
年
間
よ
り
良
い
結
果
を
残
す

た
め
に
練
習
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

で
、
脛
骨
の
前
方
移
動
量
が
大

き
い
こ
と
と
、
前
方
に
引
き
出

し
た
際
に
移
動
の
終
末
で
停
止

点
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
診
断
し
ま
す
。
基
本
的
に

健
側
と
比
較
し
て
診
断
す
る
の

で
す
が
、
左
右
差
は
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
単
位
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
定
量
評
価
を
行
う
様
々
な

測
定
器
が
考
案
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
従
来
の
測
定
器

は
、
高
価
で
、
大
き
く
重
く
、

手
間
が
か
か
る
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｋ
Ｍ
Ｉ 

は
、

脛
骨
前
方
移
動
量
を
定
量
評
価

で
き
る
軽
量
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト

な
測
定
器
で
あ
り
、
ラ
ッ
ク
マ

ン
テ
ス
ト
の
要
領
で
簡
便
に
測

定
が
可
能
で
す
。
短
時
間
に
簡

単
に
、
し
か
も
正
確
に
測
る
こ

と
が
で
き
る
測
定
器
が
あ
っ
た

ら
い
い
な
、
と
い
う
現
場
の
声

か
ら
Ｋ
Ｍ
Ｉ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

総
重
量
は
約
165
ｇ
と
軽
量
で

あ
り
、
使
用
時
に
は
レ
ー
ル
を

は
め
込
む
だ
け
で
簡
単
に
組
み

立
て
可
能
で
、
脛
骨
前
方
移
動

量
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
数

値
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

計
測
時
に
は
大
腿
に
枕
を
入
れ

て
膝
関
節
約
二
十
度
屈
曲
位
と

し
、
膝
蓋
骨
に
パ
ッ
ド
を
当
て

て
脛
骨
粗
面
に
下
腿
パ
ー
ツ
が

く
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
し
ま
す
。

下
腿
と
下
腿
の
パ
ー
ツ
を
保
持

し
て
前
方
引
き
出
し
を
行
う
こ

と
で
計
測
で
き
ま
す
。
Ｋ
Ｍ
Ｉ

は
膝
前
十
字
靱
帯
損
傷
の
診
断

の
他
、
再
建
術
後
の
評
価
に
役

立
ち
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ

簡
便
な
機
器
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
従
来
の
測
定
器
と
同
等
の

評
価
が
可
能
で
す
。
医
療
従
事

者
が
手
軽
に
携
帯
で
き
る
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
日
々

の
診
療
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
測

定
器
の
使
用
が
難
し
か
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
の
現
場
で
も

有
用
性
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
は
多

い
で
す
が
、
日
々
の
努
力
が
実

を
結
ぶ
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ

か
ら
も
白
球
を
追
い
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
Ａ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
診
察
室
」に
出
演
し
て

産
科
婦
人
科
学
講
座　

教
授　

横　

山　

良　

仁

　

平
成
二
十
九
年
二
月
五
日
放

映
の
同
番
組
で
、「
子
宮
頸
が

ん
の
征
圧
の
た
め
に
」
と
大
上

段
に
構
え
た
テ
ー
マ
を
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

宮
頸
が
ん
は
性
行
為
に
よ
っ
て

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
感
染
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
喫
煙
や
性
感
染

症
が
ウ
ィ
ル
ス
を
活
性
化
す
る

こ
と
で
が
ん
化
へ
向
か
う
こ

と
、
原
因
が
明
ら
か
な
の
で
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
活
用
や
症
状

の
な
い
う
ち
の
検
診
の
重
要
性

を
説
明
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
接

種
勧
奨
が
休
止
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
時
間
が
な
い
費
用
が
な
い

と
い
う
理
由
で
検
診
を
受
け
な

い
女
性
が
多
い
こ
と
、
と
い
っ

た
問
題
点
も
強
調
し
ま
し
た
。

三
十
歳
か
ら
四
十
歳
代
に
増
え

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
の
治
療
に

よ
っ
て
子
宮
の
喪
失
や
排
尿
障

害
が
起
こ
り
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
苦
痛
を
も
た
ら
し
ま

す
。
原
因
が
わ
か
っ
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
と
検
診

に
よ
っ
て
理
論
的
に
一
〇
〇
％

予
防
可
能
な
の
で
す
、
と
熱
く

締
め
く
く
る
と
、
千
葉
美
佳
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
中
村
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
か
ら
持
ち
時
間
の
三
倍

オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
ね
、
と

淡
々
と
し
た
ご
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
は
少
し
簡
潔
に
、

ス
ラ
イ
ド
何
枚
か
削
り
ま
す

か
、
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、

じ
ゃ
あ
本
番
い
き
ま
す
よ
、

と
。
え
っ
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は
一

回
？
と
思
っ
て
い
る
に
千
葉
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
テ
レ
ビ
口
調
で

話
し
始
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

話
し
た
い
こ
と
を
百
と
す
れ

ば
六
十-

七
十
く
ら
い
の
内
容

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二

年
に
一
回
の
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
理
想
的
と
話
は
し
ま
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
上
、
検
診
陰
性
＋
Ｈ
Ｐ
Ｖ
陰

性
な
ら
五
年
に
一
回
で
も
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
お

り
そ
の
説
明
な
し
に
五
年
に
一

回
の
検
診
で
よ
い
と
オ
ン
エ
ア

さ
れ
た
よ
う
で
反
省
し
き
り
で

す
。
子
宮
頸
が
ん
は
原
因
が
明

確
で
予
防
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
外
来
で
は
実
感
さ
れ

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
何
回
で

も
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
話
を
し

た
い
も
の
で
す
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
ア
シ
ス
タ

ン
ト
も
女
性
で
し
た
の
で
、
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
に
は
興
味
を

持
た
れ
テ
レ
ビ
と
は
違
う
質
問

も
あ
り
、
収
録
後
の
方
が
充
実

し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
が
で
き
た
と

い
う
経
験
を
い
た
し
ま
し
た
。

24 公益

公益社団法人　青森医学振興会 テ
レ
ビ
に

出
演
し
て

「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」に
出
演
し
て

脳
神
経
外
科
学
講
座　

准
教
授　

浅　

野　

研
一
郎

　

こ
の
度
は
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！ 

Ｆ
Ｒ

Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に
テ
レ
ビ
生
出
演
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
番
組

出
演
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
当
教
室
の
大
熊
教
授
、
社
会

医
学
講
座
の
中
路
教
授
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

頭
痛
に
関
し
て
〝
ほ
っ
と
け

な
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
〟
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
二
十
分
の
設
定
で
し

た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
三
人
、
俳

優
二
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
賑
や

か
な
調
子
の
生
放
送
で
す
。
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
台
本
は

あ
る
が
カ
ン
ペ
は
な
し
、
最
後

の
台
詞
が
自
分
な
の
で
時
間
調

整
は
自
分
？　

と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
昼
頃
ス
タ
ジ
オ
入
り

し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
挨
拶

を
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
か
ら
予
定
外
に
番
組
冒

頭
に
一
言
話
し
て
も
ら
う
こ

と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ

に
つ
い
て
も
話
し
て
も
ら
う
こ

と
等
、
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
イ
サ
バ
の
カ
ッ
チ
ャ
こ
と

十
日
町
さ
ん
が
遅
れ
て
く
る
た

め
リ
ハ
ー
サ
ル
に
参
加
で
き
ず

ど
ん
な
質
問
さ
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
こ
と
等
、
緊
張
が
ピ
ー
ク

に
達
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
る
と
ま

ず
驚
い
た
こ
と
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
声
量
が
半
端
で
な
い
こ

と
、
発
音
が
は
っ
き
り
聞
き
取

れ
る
こ
と
で
し
た
。
自
分
も
学

会
や
講
演
な
ど
人
前
で
話
す
こ

と
は
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
発
表
練
習
で
喋
り

方
ま
で
は
練
習
し
ま
せ
ん
。

と
っ
さ
の
場
合
方
言
も
で
ま

す
。
当
然
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
プ

ロ
で
す
が
、
こ
の
喋
り
方
は
見

習
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
番
冒
頭
は
ま
ず
自
分
が
ド

ア
ッ
プ
で
す
。
当
然
顔
は
引
き

つ
る
の
が
自
分
で
も
わ
か
り
ま

す
。
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ぎ
り

ぎ
り
で
十
日
町
さ
ん
が
来
ま
し

た
。
本
番
中
で
す
の
で
挨
拶
も

打
ち
合
わ
せ
も
な
く
、
突
然

〝
自
分
の
ば
あ
さ
ん
は
昔
頭
痛

の
時
こ
め
か
み
に
梅
干
し
貼
っ

た
け
ど
本
当
に
効
く
の
？
〟
と

初
め
か
ら
台
本
ど
お
り
に
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
や

は
り
最
後
は
自
分
が
時
間
調
整

で
す
。
あ
と
十
五
秒
と
カ
ン
ペ

を
出
さ
れ
最
大
に
焦
り
ま
し
た

が
何
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
。

⃝医学研究科
【採用】

発令日 所　　　属 職名 氏　　　名 前　所　属

H28.12. 1
産科婦人科学講座 助手 追切　裕江 附属病院　産科婦人科　医員

アクティブライフプロモーション学研究講座 助教 SHERIDAN PAUL 
ANTHONY

東京大学医科学研究所附属ヒトゲノム
解析センター　特任研究員

H29. 1. 1 胸部心臓血管外科学講座 助教 千代谷　真理 附属病院　呼吸器外科，心臓血管外科　助手

【辞職】
発令日 所　　　属 職名 氏　　　名 異　動　先

H28.12.31 胸部心臓血管外科学講座 助教 福田　和歌子 医療法人三良会　村上新町病院

⃝附属病院
【採用】

発令日 所　　　属 職名 氏　　　名 前　所　属
H28.12. 1 産科婦人科 助手 田中　誠悟 産科婦人科 医員
H29. 1. 1 神経内科 助教 清野　祐輔 弘前市立病院
H29. 1. 1 高度救命救急センター 助手 成田　真人 医療法人三良会村上新町病院
H29. 2. 1 泌尿器科 助手 野呂　大輔 国立病院機構弘前病院

【辞職】
発令日 所　　　属 職名 氏　　　名 異　動　先

H28.12.31 神経内科 講師 若佐谷　保仁 松丘保養園
H28.12.31 泌尿器科 助手 田中　壽和 つがる総合病院
H28.12.31 高度救命救急センター 助手 齋藤　傑 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科　医員
H28.12.31 高度救命救急センター 助手 成田　憲紀 村上新町病院

【配置変更】
発令日 所　　　属 職名 氏　　　名 前　所　属

H29. 1. 1 高度救命救急センター 助教 小笠原　紘志 消化器外科，乳腺外科，甲状腺外科　助教
H29. 1. 1 泌尿器科 助手 及川　真亮 集中治療部　助手
H29. 1. 1 集中治療部 助手 萩原　和久 泌尿器科　助手

人 事 異 動

　

極
度
の
緊
張
の
時
は
唾
も
で

な
い
と
い
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
で
し
た
。
で
も
こ
の

緊
張
と
対
応
能
力
は
医
者
と
し

て
、
特
に
外
科
医
に
は
求
め
ら

れ
る
こ
と
。
い
つ
も
と
は
違
う

緊
張
感
と
す
ば
ら
し
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
日
永
」
の
候
、
読
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
如
何

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
弘
前

の
冬
は
長
い
で
す
が
、
そ
れ
で

も
、
年
末
・
年
始
・
年
度
末
を

慌
た
だ
し
く
過
ご
し
て
い
る
う

ち
に
、
い
つ
し
か
、
春
も
も
う

そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
純
米
酒
「
弘
前
大
学
」
の

新
酒
が
発
売
に
な
っ
て
い
ま
す

（
写
真
・
弘
大
生
協
で
取
り
扱

い
）。
冬
が
厳
し
い
分
、
津
軽

の
春
は
素
晴
ら
し
く
、
弘
前
大

学
医
学
部
は
世
界
で
一
番
美
し

い
春
を
体
感
で
き
る
医
学
部
だ

と
思
い
ま
す
。
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
第
八
十
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
年
四
回
の
発
行
で
す

か
ら
、
創
刊
か
ら
二
十
年
を
経

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
一
号

は
モ
ノ
ク
ロ
刷
り
六
ペ
ー
ジ

で
、
遠
藤
正
彦
医
学
部
長
の
挨

拶
を
は
じ
め
と
し
て
、
蔵
田
潔

教
授
、
佐
々
木
睦
夫
教
授
、
黒

田
直
人
教
授
の
新
任
教
授
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
十
年
の
時
を
経

て
、
本
号
は
カ
ラ
ー
刷
り
十
六

頁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
は
、
全
て
医
学
研
究
科
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
そ
こ
に
は
、
こ

の
二
十
年
の
医
学
部
・
医
学
研

究
科
の
発
展
の
軌
跡
が
読
み
取

れ
ま
す
の
で
、
お
暇
な
折
に

は
、
拾
い
読
み
で
も
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

（
今
泉　

記
）


